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は
じ
め
に

　

日
本
橋
は
言
う
ま
で
も
無
く
五
街
道
を
始
め
と
す
る
近
世
日
本
の
交
通
路
の
起
点
と

し
て
普
く
知
ら
れ
て
い
る
。
現
在
も
道
路
の
起
点
で
あ
り
、
日
本
橋
の
中
央
に
は
道
路

元
標
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
日
本
橋
の
下
を
流
れ
る
日
本
橋
川
及
び
そ
の
両
岸
は
江
戸
の
生
活
・

経
済
を
支
え
る
場
で
あ
っ
た
。
江
戸
市
中
に
魚
類
を
供
給
す
る
魚
河
岸
。
そ
の
盛
ん
な

様
は
『
江
戸
名
所
図
会
』
に
も
描
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
江
戸
橋
広
小
路
辺
り
に
は
日

本
各
地
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
物
資
が
陸
揚
げ
さ
れ
た
。
各
地
か
ら
の
俗
に
言
う
千
石
船

は
江
戸
の
内
部
に
入
り
込
む
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
た
め
、
江
戸
の
沖
合
に
停
泊
し
て

物
資
を
艀
に
積
み
替
え
て
江
戸
市
中
に
運
ば
れ
た
。

　

日
本
橋
川
沿
岸
の
河
岸
か
ら
は
房
総
へ
の
貨
客
船
が
発
着
し
た
。鹿
島
萬
兵
衛
は『
江

戸
の
夕
栄
』（１
）の
中
で
日
本
橋
近
辺
と
木
更
津
を
結
ぶ
木
更
津
船（
２
）を
始
め
、
登
戸
・

曽
我
野
（
蘇
我
）
へ
の
海
上
輸
送
や
河
川
輸
送
の
行
徳
船
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。

　

日
本
橋
の
下
を
流
れ
る
日
本
橋
川
と
そ
の
沿
岸
は
江
戸
と
い
う
巨
大
都
市
を
支
え
る

た
め
の
様
々
な
機
能
を
果
た
し
て
い
た
。
本
稿
で
は
日
本
橋
川
沿
い
の
河
岸
か
ら
発
着

し
た
房
総
へ
の
旅
客
輸
送
船
及
び
江
戸
・
品
川
・
保
土
ヶ
谷
方
面
へ
の
船
舶
に
よ
る
旅

客
の
輸
送
を
通
し
て
、
旅
行
者
の
船
舶
輸
送
と
幕
府
の
対
応
に
つ
い
て
み
て
い
く
こ
と

に
す
る
。

一
　
河
川
に
よ
る
旅
客
輸
送

（
一
）　

行
徳
船

　

行
徳
船
の
概
要　

江
戸
・
房
総
間
の
旅
客
輸
送
船
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
る
の
は
行
徳

船
で
あ
る
。
行
徳
船
は
江
戸
の
小
網
町
行
徳
河
岸
（
現
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
小
網
町
）

と
江
戸
川
沿
い
の
行
徳
を
結
ぶ
船
運
の
こ
と
で
あ
る
。
行
徳
船
は
長
渡
船
或
い
は
番
船

と
も
呼
ば
れ
、
そ
の
航
路
は
行
徳
河
岸
か
ら
日
本
橋
川
を
下
っ
て
隅
田
川
に
出
て
小
名

木
川
に
入
る
。
中
川
と
の
合
流
点
か
ら
は
新
川
に
入
っ
て
江
戸
川
に
出
、
江
戸
川
を
少

し
遡
行
し
て
江
戸
川
左
岸
の
行
徳
に
達
す
る
。
海
に
出
る
こ
と
な
く
江
戸
と
房
総
の
入

口
を
行
き
来
す
る
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
あ
る
。

　

行
徳
船
に
つ
い
て
は
和
田
篤
憲
氏
の
業
績
が
あ
る（
３
）。
和
田
論
文
に
よ
れ
ば
、
小

名
木
川
開
鑿
以
前
か
ら
沼
沢
地
を
縫
う
よ
う
に
し
て
江
戸
と
行
徳
方
面
を
結
ぶ
航
路
が

あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
和
田
は
明
確
に
述
べ
て
は
い
な
い
が
、
こ
れ
は

明
ら
か
に
行
徳
方
面
で
製
造
さ
れ
る
塩
を
確
保
す
る
た
め
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　

小
名
木
川
が
開
鑿
さ
れ
た
の
は
寛
永
年
間
の
こ
と
で
、
本
行
徳
は
幕
府
に
上
納
金
を

納
め
て
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
河
岸
の
設
定
を
許
さ
れ
た
と
い
う
。
行
徳
船
は
番
船

と
も
呼
ば
れ
る
が
、
そ
れ
は
行
徳
船
が
日
光
社
参
や
将
軍
の
鹿
狩
り
御
用
を
務
め
た
こ

と
に
よ
る
と
い
う
。
和
田
氏
の
論
文
の
主
要
史
料
は
「
番
船
諸
用
留
」（４
）で
あ
る
が
、

江
戸
を
中
心
と
し
た
船
舶
に
よ
る
旅
客
輸
送
に
つ
い
て
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江戸を中心とした船舶による旅客輸送について

本
資
料
中
に
し
ば
し
ば「
役
船
」「
番
船
」「
新
番
船
」「
長
渡
船
」等
の
名
称
が
見
え
る
。

　

番
船
は
と
も
か
く
、「
長
渡
船
」
は
一
体
何
に
寄
る
の
だ
ろ
う
。
明
文
化
さ
れ
た
史

料
は
無
い
よ
う
だ
が
、
例
え
ば
本
州
か
ら
四
国
へ
達
す
る
に
は
船
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な

い
。
し
か
し
江
戸
か
ら
房
総
で
あ
れ
ば
船
舶
に
頼
ら
ず
往
来
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
船

舶
を
利
用
さ
れ
た
の
で
は
、
陸
上
の
交
通
集
落
は
立
ち
行
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ

の
た
め
幕
府
と
し
て
は
船
舶
に
よ
る
旅
客
の
移
動
を
規
制
・
禁
止
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
だ
ろ
う
。
し
か
し
江
戸
幕
府
の
陸
上
交
通
体
系
が
整
備
す
る
以
前
に
旅
客
輸
送
を
認

め
て
い
た
場
合
、
こ
れ
を
一
斉
に
禁
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

行
徳
船
に
よ
る
旅
客
の
輸
送
を
正
当
化
す
る
た
め
に
「
渡
し
船
」
そ
れ
も
距
離
の
長

い
「
長
渡
船
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
だ
ろ
う
。
言
う
ま
で
も
無
く
陸
路
に

お
い
て
も
「
渡
し
船
」
は
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

行
徳
船
と
関
所　

あ
と
か
ら
述
べ
る
が
木
更
津
船
は
関
所
を
通
る
こ
と
な
く
航
行

し
、
そ
れ
が
大
き
な
問
題
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
行
徳
船
は
小
名
木
川
と
中
川
の
合

流
点
に
設
け
ら
れ
た
中
川
番
所
に
お
い
て
改
め
を
受
け
た
。
中
川
番
所
は
川
船
と
人
改

め
を
行
っ
た
が
、
中
川
番
所
に
つ
い
て
は
加
藤
貴
氏
の
論
文（
５
）に
詳
し
く
述
べ
ら
れ

て
い
る
。

　

加
藤
氏
に
よ
れ
ば
、
小
名
木
川
沿
い
の
番
所
は
最
初
万
年
橋
の
北
側
に
設
置
さ
れ
た

深
川
番
所
で
、
そ
の
年
代
は
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
と
み
ら
れ
る
。
寛
文
元
年

（
一
六
六
一
）
番
所
は
中
川
に
移
転
し
「
中
川
番
所
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

移
転
理
由
は
本
所
・
深
川
の
開
発
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

移
転
に
伴
い
中
川
番
所
に
は
次
の
よ
う
な
高
札
が
掲
げ
ら
れ
た（
６
）。

定

一
従
江
戸
出
船
夜
中
に
て
不
可
通
之
、
入
船
ハ
雖
為
夜
中
通
事
、

一 

往
還
之
輩
、
番
所
之
前
ニ
而
笠
頭
巾
を
ぬ
く
へ
し
、
乗
物
ハ
戸
を
ひ
ら
き
可
相

通
事
、

一
女
上
下
に
よ
ら
す
、
縦
慥
成
証
文
有
之
と
い
ふ
と
も
、
一
切
不
可
通
事
、

一 

鉄
炮
二
三
挺
ま
て
は
相
改
可
通
之
、
夫
よ
り
数
多
之
時
ハ
、
得
差
図
可
通
之
、

其
外
武
具
可
為
同
前
之
事
、

一 

人
忍
入
へ
き
程
の
う
つ
わ
も
の
ハ
遂
穿
鑿
、
無
異
儀
に
お
ゐ
て
ハ
可
通
之
、
そ

れ
よ
り
ち
い
さ
き
う
つ
は
も
の
ハ
不
及
改
之
、
万
一
不
審
成
る
子
細
あ
ら
は
、

番
船
を
留
置
急
度
可
申
達
事
、

附
、
囚
人
又
ハ
手
負
た
る
も
の
死
人
等
、
慥
成
証
文
於
無
之
ハ
、
不
可
通
事
、

右
可
相
守
此
旨
者
也
、
仍
執
達
如
件
、　

寛
文
元
年
九
月
十
三
日　
　
　

奉　

行

　

第
一
条
の
「
入
船
ハ
雖
為
夜
中
通
事
」
に
つ
い
て
加
藤
氏
は
、
こ
の
高
札
は
人
の
通

行
で
は
な
く
魚
類
や
野
菜
の
こ
と
と
し
て
い
る
。こ
れ
は
加
藤
氏
の
指
摘
通
り
で
あ
り
、

中
川
番
所
が
人
改
め
よ
り
物
流
の
検
査
に
重
き
を
置
い
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

物
流
の
検
査
に
重
き
を
置
い
た
と
は
い
え
、人
改
め
も
厳
し
く
行
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
時
代
が
下
が
る
に
つ
れ
改
め
は
か
な
り
形
式
的
に
な
っ
た
よ
う
で
、
そ
れ
を
示

す
川
柳
が
多
く
詠
ま
れ
て
い
る
。

　
『
誹
風
柳
多
留
』
よ
り
川
柳
を
引
用
し
て
お
こ
う
。

中
川
は
同
じ
あ
い
さ
つ
し
て
通
し　
　
　

一 

13

関
守
の
声
を
越
え
る
と
ま
ね
て
行　
　
　

一 

41

通
り
ま
す
通
れ
葛
西
の
あ
ふ
む
関　
　
　

九
七 

17
、
九
十
九 

83

船
と
岡
と
で
中
川
の
鸚
鵡
石　
　
　
　
　

一
二
一 

29

　

中
川
番
所
で
は
乗
船
客
が
下
船
し
て
改
め
を
受
け
る
の
で
は
な
く
、
船
頭
が
番
人
に

向
か
っ
て
「
通
り
ま
す
」
と
声
を
か
け
る
と
、
番
人
は
「
通
れ
」
と
答
え
た
。
そ
の
や

り
取
り
は
ま
さ
に
鸚
鵡
返
し
で
あ
っ
た
。番
所
を
越
え
る
と
乗
客
達
は
座
興
と
し
て「
通

り
ま
す
」「
通
れ
」
と
真
似
を
し
た
。
こ
の
よ
う
な
通
関
は
当
然
番
所
設
置
当
初
か
ら

行
わ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

　

中
川
番
所
に
限
ら
ず
旅
人
の
関
所
通
過
は
近
世
中
後
期
に
は
形
式
的
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
が
、
幕
末
に
至
り
討
幕
運
動
が
盛
ん
に
な
る
と
、
関
所
警
備
は
厳
し
く
な
り
通

関
も
ま
た
厳
し
く
な
っ
た
。
例
え
ば
文
久
四
年
（
元
治
元
年
＝
一
八
六
四
）
一
二
月

一
八
日
に
現
在
の
東
京
都
青
梅
市
梅
郷
か
ら
伊
勢
参
宮
に
旅
立
っ
た
一
七
名
は
、
従
来

通
り
の
関
所
手
形
を
持
参
し
た
と
こ
ろ
、
八
王
子
で
印
鑑
の
必
要
な
こ
と
を
知
り
江
戸

迄
取
り
に
行
っ
て
い
る（
７
）。

…
…
十
八
日
八
王
子
ニ
而
所
々
聞
合
候
処
、
箱
根
御
関
所
御
印
鑑
無
之
候
而
者
通

行
無
御
座
候
故
、
相
談
之
上
、
講
元
世
話
人
衆
以
使
江
戸
表
江
川
御
役
所
御
印
鑑
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願
江
参
り
候
、

　

こ
の
手
形
は
近
世
の
関
所
の
中
で
も
最
も
重
要
な
箱
根
関
所
通
過
に
関
す
る
も
の
で

あ
る
が
、
従
来
中
川
番
所
に
関
し
て
は
「
手
形
」
な
ど
考
え
た
こ
と
も
な
か
っ
た
し
、

幕
末
に
至
り
関
所
警
備
が
厳
重
に
な
っ
た
こ
と
が
中
川
番
所
に
も
及
ん
だ
な
ど
と
考
え

も
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
幕
末
期
の
中
川
番
所
通
行
手
形
の
存
在
が
、
近
年
茂
原
市
の

研
究
者
加
藤
時
男
氏
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
の
で
次
に
掲
げ
て
お
こ
う（
８
）。

御
関
所
手
形
之
事

一
髪
剃
医
師

右
之
者
無
據
要
用
有
之
候
付
、
江
戸
表
迄

差
遣
し
申
候
間
、
御
関
所
無
相
違

御
通
可
被
成
下
候
、
為
後
日
御
関
所

手
形
依
而
如
件
、

文
久
三
亥
年
七
月
廿
日
□

　

服
部
一
郎
右
衛
門
知
行
所

　
　

上
総
国
長
柄
郡
茂
原
村

　

名
主四

郎
左
衛
門
印

　

中
川御

関
所

　

御
役
人
中
様

行
徳
船
の
実
態　

江
戸
・
房
総
間
を
往
来
す
る
旅
人
の
大
半
は
行
徳
船
を
利
用
し
た
と

み
る
こ
と
が
で
き
る
。
船
旅
は
「
板
子
一
枚
下
は
地
獄
」
と
い
う
こ
と
で
嫌
わ
れ
た
が
、

行
徳
船
は
海
に
出
る
こ
と
な
く
房
総
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
安
心
感
も
強
か
っ

た
の
だ
ろ
う
。
勿
論
多
く
の
房
総
人
も
行
徳
船
を
利
用
し
た
。

江
戸
の
夢
行
徳
ま
で
は
つ
ん
で
行
く　
　
　
　

一
二
三 

59
、
一
二
七 

79

 

（『
誹
風
柳
多
留
』）

　

江
戸
近
郊
農
村
は
巨
大
消
費
地
江
戸
へ
の
物
資
供
給
地
で
あ
る
一
方
、
遊
楽
の
場
で

も
あ
っ
た
。
江
戸
で
の
楽
し
か
っ
た
こ
と
を
夢
に
見
な
が
ら
船
の
中
。
し
か
し
行
徳
に

着
け
ば
現
実
が
待
ち
構
え
て
い
る
。

　

行
徳
船
の
船
旅
の
実
際
に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
都
立
中
央
図

書
館
蔵
『
壬
辰
船
橋
紀
行
』（９
）が
行
徳
船
の
利
用
に
つ
い
て
詳
し
く
記
し
て
い
る
の
で
、

本
書
を
も
と
に
そ
の
様
子
を
見
て
み
よ
う
。

　

本
書
は
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
四
月
一
七
日
に
現
在
の
船
橋
大
神
宮
を
参
拝
し
た

時
の
紀
行
文
で
あ
る
。
題
箋
に
は
「
壬
辰
舩
橋
紀
行　

草
稿
」
と
あ
る
の
で
、
い
ず
れ

浄
書
本
を
作
成
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
浄
書
本
が
作
成

さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
旅
を
し
た
の
は
鸚
鵡
斎
主
人
岡
澤
敦
根
で
あ
る
。
本
書
は

末
尾
の
書
き
込
み
に
「
天
保
三
年
壬
辰
四
月
念
五
日
成
稿
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
旅
か

ら
帰
っ
て
八
日
程
経
た
四
月
二
五
日
に
出
来
上
が
っ
た
も
の
で
あ
る
。
岡
澤
氏
に
つ
い

て
は
不
明
で
あ
る
が
、
紀
行
文
の
内
容
か
ら
見
て
武
士
で
あ
っ
た
が
、
身
分
は
低
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
紀
行
文
の
内
容
か
ら
見
て
か
な
り
の
教
養
人
で
あ
っ
た
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
る
。

　

旅
の
目
的
は
意
富
比
神
社
（
船
橋
大
神
宮
）
参
拝
及
び
徳
川
家
康
の
遺
徳
を
忍
ぶ
旅

で
あ
る
。
旅
は
友
人
と
行
き
た
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
な
か
な
か
折
り
合
い
が
付
か

ず
従
者
吉
三
郎
を
伴
っ
て
の
旅
と
な
っ
た
。

　

紀
行
文
に
は
自
宅
か
ら
小
網
町
の
行
徳
河
岸
に
至
る
ま
で
も
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る

が
、
肝
心
の
自
宅
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
紀
行
文
に
は
「
…
…
在
明
の
月
薄

雲
を
帯
て
、
空
の
さ
ま
覚
束
な
け
れ
ど
、
雨
の
具
を
さ
へ
用
意
し
た
れ
バ
心
づ
よ
く
、

道
行
程
に
神
楽
坂
を
下
り
、
牛
込
の
み
か
ど
を
入
り
、
九
段
坂
を
お
り
…
…
」
と
記
さ

れ
て
い
る（　
）。

　

岡
澤
氏
が
船
橋
に
向
か
っ
た
四
月
一
七
日
は
徳
川
家
康
の
命
日
に
あ
た
る
た
め
、
途

中
で
江
戸
城
に
向
か
う
行
列
に
出
会
っ
た
り
し
つ
つ
小
網
町
行
徳
河
岸
に
到
着
し
て
い

る
。「
江
戸
切
絵
図　

日
本
橋
北
内
神
田
両
国
濱
町
明
細
絵
図
」（
安
政
六
年
）（　
）に
よ

れ
ば
、
行
徳
河
岸
は
小
網
町
三
町
目
箱
崎
橋
の
袂
に
あ
る
。

　

行
徳
河
岸
に
は
船
を
出
す
家
が
五
軒
あ
る
と
い
う
。「
此
所
ハ
舟
出
す
家
五
軒
あ
り
、

長
嶋
屋
兵
右
衛
門
・
佐
倉
屋
紋
兵
衛
・
八
幡
屋
長
右
衛
門
・
伊
勢
屋
治
右
衛
門
・
大
阪

屋
与
惣
右
衛
門
と
い
へ
り
」
こ
の
う
ち
佐
倉
屋
は
金
子
と
い
う
家
の
株
も
兼
ね
て
い
る

と
い
う
。
こ
の
六
軒
に
順
番
が
あ
り
毎
日
代
わ
る
代
わ
る
船
を
出
し
て
い
る
。
具
体
的

に
ど
の
よ
う
に
船
を
出
す
の
か
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
こ
と
を
知
ら
な
い
岡
澤

氏
は
長
嶋
屋
に
入
っ
て
い
る
。
長
嶋
屋
で
か
な
り
親
し
い
友
人
と
み
ら
れ
る
荒
木
楠
六

10
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氏
と
遠
山
金
右
衛
門
氏
に
出
会
っ
て
い
る
。
遠
山
氏
は
「
幼
息
を
具
し
」
と
あ
る
か
ら

子
連
れ
で
あ
る
。

　

岡
澤
氏
は
荒
木
・
遠
山
両
氏
と
船
橋
に
向
か
う
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
ら
の
乗
る
舟
に

四
人
の
客
が
乗
り
込
ん
で
き
た
が
、
こ
の
う
ち
二
人
は
原
七
左
衛
門
と
大
塚
甚
三
郎
と

い
う
者
で
、「
…
又
ふ
た
り
ハ
田
安
の
お
ほ
ん
屋
形
御
近
習
番
の
内
に
て
お
ほ
ん
□
の

事
に
掛
り
し
人
な
れ
バ
、
お
の
れ
前
の
職
に
て
あ
り
し
頃
、
折
に
ふ
れ
て
交
ハ
り
」
と

い
う
人
物
で
あ
っ
た
。
な
お
二
人
は
現
在
「
御
徒
頭
勤
仕
た
り
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

い
ま
一
人
は
田
安
の
「
屋
形
」
の
名
和
市
十
郎
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

舟
は
舫
い
を
解
い
て
小
網
町
の
河
岸
を
離
れ
て
日
本
橋
川
に
入
り
隅
田
川
に
向
か

う
。
直
進
し
て
も
左
折
し
て
も
隅
田
川
に
出
る
が
、
隅
田
川
に
出
る
ま
で
の
経
路
を
次

の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　

か
く
て
酒
井
の
や
し
き　
　

紀
伊
公
の
ミ
く
ら
屋
敷　
　

田
安
公
と
我　
　

み
と

の
□
ふ
た
つ
の
お
ほ
ん
屋
鋪
を
左
右
に
見
て
、
大
川
に
漕
出
、
川
中
に
至
る
に
、

　

こ
の
記
述
か
ら
、
行
徳
船
は
行
徳
河
岸
か
ら
日
本
橋
川
の
本
流
に
出
る
こ
と
な
く
、

永
久
橋
を
潜
り
隅
田
川
に
出
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
文
中
に
「
田
安
公
と
我　

み
と
の

□
」
云
々
と
あ
る
が
、
筆
者
は
水
戸
藩
と
関
わ
り
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

船
は
隅
田
川
を
少
し
遡
行
し
小
名
木
川
に
入
る
が
、
筆
者
岡
澤
氏
は
「
其
屋
敷
（
仙

台
藩
蔵
屋
敷
）
を
右
に
し
て
、
横
川
に
入
る
、
此
川
を
釜
屋
堀
と
い
ひ
、
又
高
橋
の
あ

た
り
よ
り
先
を
、
小
奈
木
川
と
い
ふ
」
と
記
し
て
い
る
。
高
橋
・
新
高
橋
を
越
え
暫
く

進
む
と
中
川
番
所
で
あ
る
。

　

岡
澤
氏
の
乗
る
船
が
中
川
番
所
に
差
し
か
か
る
と
、
屋
根
船
が
近
付
い
て
来
た
。

…
…
折
か
ら
家
根
あ
る
舟
一
艘
き
た
れ
り
、
う
ち
に
女
ふ
た
り
ま
で
見
ゆ
、
此
を

ふ
な
ば
ら
（
船
輩
ヵ
）、
爰
を
ば
い
か
に
し
て
か
こ
ゆ
ら
ん
と
見
る
程
に
、
や
が

て
舟
を
岸
に
つ
け
て
上
り
、
独
の
お
の
こ
あ
と
も
ひ
て
、
番
所
の
横
手
門
の
前
を

通
り
て
、
裏
の
方
に
行
く
、

こ
の
屋
根
船
に
は
女
性
二
名
が
乗
船
し
て
い
た
。
紀
行
文
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
岡
澤
氏

は
一
体
女
性
が
こ
の
番
所
を
ど
の
よ
う
に
越
え
る
の
か
興
味
津
津
、
と
い
う
よ
り
緊
張

気
味
に
注
視
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
分
る
よ
う
に
、
近
世
後
期
に

は
関
所
の
通
過
が
楽
に
な
っ
た
と
は
い
え
女
性
に
関
し
て
は
男
性
同
様
と
は
い
か
な

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

屋
根
船
は
岸
に
着
け
ら
れ
女
性
は
上
陸
、
そ
の
後
を
男
性
一
名
が
追
い
番
所
の
横
手

の
門
の
前
を
通
っ
て
裏
の
方
に
出
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
当
然
番
所
の
役
人
も
承
知
し

て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
行
徳
船
に
よ
る
中
川
番
所
の
女
性
の
通
過
に
つ
い
て
は
、
従
来

か
ら
関
所
の
手
前
で
下
船
し
、歩
い
て
関
所
の
裏
を
通
っ
た
と
言
わ
れ
て
き
た
も
の
の
、

そ
れ
に
関
す
る
史
料
は
明
確
に
示
さ
れ
な
か
っ
た
が
こ
れ
に
よ
り
女
性
の
中
川
番
所
通

行
の
様
子
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
但
し
い
つ
頃
か
ら
こ
の
よ
う
な
方
法
を
と
っ
て
い
た

か
は
不
明
で
あ
る
。

　

男
性
ば
か
り
の
岡
澤
氏
の
船
は
ま
さ
に
前
掲
の
川
柳
に
詠
ま
れ
た
通
り
で
あ
る
。

扨
こ
な
た
に
は
、
舟
人
顔
色
を
正
し
、
か
ま
へ
て
足
を
な
出
し
給
ひ
そ
、
た
ん
ば

こ
（
煙
草
）
吸
ひ
給
ふ
な
ゝ
ど
制
し
□
□
き
事
な
が
ら
深
く
か
し
こ
み
た
る
け
ハ

ひ
に
て
、
番
所
の
前
を
お
も
む
ろ
に
漕
渡
り
、
中
音
に
通
り
ま
す
と
よ
バ
ふ
、
番

士
の
組
子
と
見
ゆ
る
が
、
声
高
や
か
に
通
れ
と
い
ふ
程
に
、
そ
こ
を
ば
打
過
ぬ
、

　

川
柳
に
詠
ま
れ
た
通
り
で
は
あ
る
が
、
ひ
と
つ
間
違
え
れ
ば
と
ん
で
も
な
い
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
う
。
上
記
の
記
述
か
ら
は
関
所
を
畏
怖
す
る
様
子
も
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

こ
れ
よ
り
船
は
中
川
を
横
切
り
新
川
へ
と
入
っ
て
い
く
が
、
中
川
の
様
子
に
つ
い
て

「
か
く
て
中
川
に
出
た
る
に
、
流
水
漫
々
と
潔
く
、
左
右
広
々
と
打
ひ
ら
け
て
、
眺
望

い
ふ
ば
か
り
な
し
、」
江
戸
か
ら
あ
ま
り
遠
く
な
い
と
こ
ろ
で
非
日
常
の
景
色
を
堪
能

で
き
た
の
で
あ
る
。

　

幸
い
な
こ
と
に
「
家
根
舟
」
か
ら
下
船
し
た
女
性
の
そ
の
後
に
つ
い
て
も
記
し
て
い
る
。

さ
き
の
家
根
舟
ハ
番
所
よ
り
一
丁
程
あ
な
た
の
岸
に
つ
け
た
る
が
、
程
な
く
か
の

二
人
の
を
ふ
な
（
媼
）
出
き
た
り
て
う
ち
乗
る
、
掟
あ
る
番
所
と
い
へ
ど
も
、
か

く
お
い
ら
か
（
穏
や
か
）
な
る
は
、
静
け
き
御
代
の
お
ほ
ん
恵
み
な
り
、

　

番
所
の
裏
を
通
っ
た
女
性
二
人
は
再
び
船
に
乗
っ
て
い
る
。
そ
れ
よ
り
船
は
「
此
川

を
し
ば
し
さ
か
の
ぼ
り
、
横
川
に
入
る
、
是
舟
堀
な
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

辺
り
に
は
「
横
川
」
と
い
う
川
は
無
い
よ
う
で
「
新
川
」
の
間
違
え
か
と
思
わ
れ
る
。

船
堀
（
東
京
都
江
戸
川
区
）
は
船
運
関
係
者
等
で
賑
っ
た
所
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
こ
こ

で
下
船
す
る
乗
船
客
も
か
な
り
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
紀
行
文
に
よ
れ
ば
、「
入
口
（
船

堀
）
よ
り
左
の
陸
に
上
る
人
も
あ
り
て
、
此
所
舟
附
の
場
所
な
り
、
故
に
酒
店
其
外
も

の
う
る
家
あ
り
」
と
あ
る
。

　

こ
の
辺
り
よ
り
船
は
綱
で
ひ
く
曳
き
船
と
な
る
が
、
そ
の
様
子
を
詳
細
に
記
し
て
い
る
。
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時
に
ひ
と
り
の
お
の
こ
川
端
に
立
た
□
こ
な
た
の
舟
人
何
や
ら
ん
か
た
ら
ふ
（
語

ら
う
）
を
う
け
ひ
き
た
る
さ
ま
に
て
、
と
み
□
細
く
長
や
か
な
る
綱
を
も
て
き
て
、

舟
の
内
に
投
入
る
□
を
か
く
べ
き
為
に
立
た
る
木
二
本
あ
り
、
か
の
綱
を
結
ひ
付

て
綱
を
バ
又
陸
に
返
す
、
彼
お
の
こ
麻
苧
も
て
連
着
と
い
ふ
も
の
ゝ
や
う
に
組
た

る
輪
に
綱
を
結
ひ
つ
け
、
其
輪
を
身
に
掛
て
舟
を
引
く
、
曽
て
聞
及
び
し
引
舟
こ

れ
な
り
、
綱
の
長
さ
八
九
間
も
有
る
べ
し
、
扨
舟
人
舩
中
の
人
々
に
申
て
、
あ
し

（
銭
ヵ
）
を
集
め
、
合
て
二
筋
を
其
賃
に
取
ら
す
、

　

要
す
る
に
船
に
綱
を
結
び
付
け
人
間
が
引
っ
張
る
わ
け
で
あ
る
。
二
〜
三
〇
年
程
以

前
、
確
か
地
下
鉄
都
営
新
宿
線
が
本
八
幡
ま
で
開
通
し
て
い
な
い
時
に
、
小
名
木
川
沿

い
を
歩
き
調
査
を
し
た
こ
と
が
あ
る
。
小
名
木
川
が
大
横
川
か
横
十
間
川
で
交
わ
る
辺

り
で
調
査
を
し
て
い
る
と
、
実
際
に
曳
き
船
を
見
た
と
い
う
人
が
お
り
、
そ
の
人
の
話

で
は
肩
か
ら
脇
の
下
に
綱
を
廻
し
て
船
を
引
っ
張
っ
た
が
、
そ
の
胸
は
筋
肉
が
盛
り
上

が
り
女
性
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

曳
き
船
賃
は
船
賃
と
は
別
で
あ
っ
た
の
か
、
船
中
で
集
め
て
い
る
。「
二
筋
」
と
は

銭
緡
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
よ
り
船
頭
は
船
を
曳
き
手
に
任
せ
る
こ
と
に
な
る
。

是
よ
り
舟
を
ば
彼
お
の
こ
に
任
せ
、
舟
人
は
艫
の
方
に
胡
座
し
て
を
り
、
い
か
に

も
閑
暇
な
り
、
行
々
高
瀬
と
呼
べ
る
、
其
外
の
舟
ど
も
あ
ま
た
岸
に
つ
き
て
あ
り
、

又
川
の
端
に
物
高
う
積
上
げ
、
あ
る
ハ
棹
な
ど
立
テ
あ
り
て
、
障
る
所
を
ば
か
の

綱
を
少
し
く
ゆ
る
め
て
、
打
越
〳
〵
行
く
、
其
先
川
の
端
に
ひ
し
と
物
あ
り
、
又

生
垣
結
ひ
た
る
所
も
あ
り
て
引
難
し
、
彼
お
の
こ
綱
を
た
ぐ
り
て
舟
に
乗
る
、

一
二
町
を
過
、
右
の
岸
に
舟
を
つ
け
て
舟
び
と
の
曰
、
ち
っ
と
お
れ
が
引
く
べ
い
、

是
よ
り
舟
人
陸
に
上
り
て
引
く
、
彼
お
の
こ
は
舟
に
在
り
て
休
息
す
、
□
り
し
程

に
七
八
町
過
れ
バ
、
行
先
又
つ
か
へ
て
引
こ
と
を
得
ず
、
か
の
お
の
こ
棹
を
さ
し

て
舟
を
岸
に
寄
す
、
舟
人
飛
乗
り
て
し
ば
ら
く
が
程
棹
も
て
舟
を
や
り
、
こ
た
び

は
又
右
の
岸
に
彼
お
の
こ
上
り
て
引
く
、

　

折
を
得
て
思
ひ
の
ま
ゝ
に
行
く
舟
は
神
に
ひ
か
る
ゝ
ゑ
ん
の
綱
か
も

　

行
徳
船
の
船
頭
は
艫
の
方
で
胡
坐
を
か
い
て
い
る
が
、「
行
々
高
瀬
」
と
は
ど
う
い

う
こ
と
か
分
ら
な
い
。
曳
き
船
人
夫
の
進
む
岸
沿
い
に
は
物
が
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
た

り
、
棹
が
立
っ
て
い
た
り
で
ま
る
で
障
害
物
競
争
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
度
に
綱
を
調

節
し
つ
つ
船
を
曳
い
て
い
る
。
ど
う
し
て
も
船
を
曳
く
こ
と
が
出
来
な
く
な
る
と
、
曳

き
船
人
夫
は
船
に
乗
り
船
頭
が
棹
を
差
し
、
障
害
物
が
無
く
な
れ
ば
又
船
を
曳
く
。
こ

れ
を
何
回
か
繰
り
返
し
、
新
川
が
江
戸
川
と
合
流
す
る
少
し
手
前
で
曳
き
船
人
夫
は
下

船
し
て
い
る
。

　

こ
れ
よ
り
間
も
な
く
江
戸
川
に
入
る
が
、
紀
行
文
で
は
江
戸
川
を
「
利
根
川
」
と
記

し
て
い
る
。
こ
れ
は
江
戸
川
が
古
く
は
利
根
川
で
あ
っ
た
も
の
が
、
近
世
前
期
の
開
鑿

に
よ
り
関
宿
か
ら
銚
子
へ
の
流
れ
が
利
根
川
と
な
り
、
旧
利
根
川
は
江
戸
川
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
も
特
に
文
人
達
は
江
戸
川
を
「
利
根
川
」
あ
る
い

は
「
古
利
根
」
と
呼
ん
だ
。
近
代
に
入
っ
て
も
田
山
花
袋
は
好
ん
で
「
利
根
川
・
古
利

根
」
と
著
書
に
記
し
て
い
る
。
例
え
ば
『
東
京
近
郊
一
日
の
行
楽
』（　
）の
「
市
川
と
そ

の
附
近
」
で
は
「
初
冬
の
あ
る
日
の
午
後
、
私
は
一
人
で
出
か
け
た
。
押
上
か
ら
電
車
、

そ
れ
も
瞬
く
間
に
、
市
川
近
く
来
て
、
利
根
川
の
鉄
橋
を
轟
々
と
し
て
渡
つ
た
。」
も

ち
ろ
ん
江
戸
川
の
こ
と
で
あ
る
。
続
い
て
江
戸
川
に
出
て
か
ら
の
様
子
を
『
壬
辰
船
橋

紀
行
』
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

…
…
夫
よ
り
し
ば
し
棹
さ
す
程
に
、
利
根
川
に
出
た
り
、
さ
し
も
名
に
聞
へ
し
坂

東
太
郎
是
な
り
、
中
川
よ
り
も
勝
り
て
川
の
幅
広
く
、
行
く
水
も
猶
清
ら
に
て
最

美
景
な
り
、
右
の
方
に
大
い
な
る
嶋
あ
り
、
妙
見
嶋
と
い
ふ
、
草
家
四
五
軒
見
ゆ
、

妙
見
の
堂
も
あ
る
に
や
、
そ
は
見
え
ざ
り
き
、
さ
き
の
家
根
舟
ハ
此
川
に
出
て
よ

り
も
の
ゝ
ね
か
き
な
ら
し
、
何
や
ら
ん
う
た
ひ
て
興
あ
り
げ
な
り
、
少
し
く
過
れ

ば
両
岸
に
舟
附
の
場
あ
り
、
今
井
の
渡
し
こ
れ
な
り
、
行
く
程
に
左
の
方
松
の
木

並
び
立
て
る
所
あ
り
、
是
を
ば
ら
〳
〵
松
と
い
ふ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
（
中　
　
　

略
）

扨
も
此
舟
か
く
底
深
き
大
河
に
出
て
も
、
下
れ
る
水
に
逆
行
す
る
故
に
や
、
す
べ

て
艪
を
押
す
事
無
く
終
始
棹
の
ミ
を
遣
ふ
、
三
間
に
近
き
程
長
き
が
水
に
隠
れ
、

や
が
て
匍
匐
す
る
ば
か
り
に
身
を
平
め
て
棹
さ
す
、其
労
お
も
ひ
や
る
へ
し
、や
ゝ

あ
り
て
行
徳
の
揚
り
場
に
着
く
、
舟
ど
も
あ
ま
た
繋
て
あ
り
、
川
の
ほ
と
り
右
の

方
に
石
燈
籠
あ
り
、
台
石
三
重
に
て
高
さ
七
尺
余
、
そ
の
上
の
燈
籠
も
□
尺
余
に

て
、
惣
高
さ
壱
丈
五
尺
程
も
あ
る
べ
し
、
台
石
の
う
し
ろ
に
上
り
段
あ
り
、
凡
拾

階
ほ
ど
な
り
、
是
夜
陰
着
舩
の
目
当
に
ま
う
け
た
る
も
の
な
り
、
日
本
橋
講
中
な

ど
彫
付
け
た
り
、

　

利
根
（
江
戸
）
川
に
出
て
そ
の
広
さ
に
感
動
し
た
の
か
「
坂
東
太
郎
」
と
書
い
て
い
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江戸を中心とした船舶による旅客輸送について

る
が
、
流
石
に
こ
れ
は
間
違
え
と
分
っ
た
よ
う
で
頭
注
に
そ
の
旨
を
記
し
て
い
る
。

　

中
川
番
所
で
見
た
屋
根
舟
は
江
戸
川
に
出
る
と
再
び
三
味
線
を
掻
き
鳴
ら
し
て
い

る
。
こ
の
辺
り
と
思
わ
れ
る
風
景
を
描
い
た
絵
巻
が
船
橋
西
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
。
描
か
れ
て
い
る
の
は
新
川
と
江
戸
川
の
合
流
点
と
み
ら
れ
る
辺
り
で
、
江
戸
川
は

利
根
川
と
書
か
れ
て
い
る
。
新
川
か
ら
利
根
川
＝
江
戸
川
に
入
り
、
左
折
し
て
遡
行
す

れ
ば
行
徳
で
あ
る
。
左
折
す
る
所
に
は
茶
店
が
あ
り
客
と
み
ら
れ
る
二
人
が
話
を
し
て

い
る
が
、
二
人
は
そ
れ
ぞ
れ
両
手
を
広
げ
て
い
る
。
ま
る
で
逃
が
し
た
魚
の
大
き
さ
を

自
慢
し
合
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

江
戸
川
に
入
る
と
船
は
艪
で
漕
ぐ
の
で
は
な
く
、
棹
を
使
用
し
て
い
る
。
遡
行
す
る

た
め
艪
で
は
船
が
な
か
な
か
進
ま
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
江
戸
川
に
棹
さ
す
た
め
棹

の
長
さ
は
三
間
程
あ
り
、
そ
れ
も
川
に
さ
す
と
水
に
隠
れ
る
程
と
い
う
。

　

行
徳
の
象
徴
の
よ
う
に
石
灯
籠
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
石
灯
籠
は
『
江

戸
名
所
図
会
』
に
も
描
か
れ
、
今
な
お
旧
行
徳
河
岸
に
建
っ
て
い
る
。

　

多
く
の
旅
客
を
運
ん
だ
行
徳
船
の
近
代
に
つ
い
て
は
、
近
年
村
越
博
茂
氏
が
詳
細
な

論
文（　
）を
発
表
し
て
い
る
の
で
、近
代
以
降
に
つ
い
て
は
村
越
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
二
）
関
宿
船

　

利
根
川
を
利
用
し
た
旅
客
輸
送
は
行
徳
の
上
流
で
あ
る
関
宿
に
お
い
て
も
行
わ
れ
て

い
た
。
行
徳
〜
江
戸
間
に
つ
い
て
は
「
行
徳
船
」「
長
渡
船
」
な
ど
と
呼
ん
で
い
る
が
、

村
越
氏
は
内
務
省
の
通
達
「
夜
中
出
船
概
則
」
を
も
と
に
「
こ
れ
に
よ
れ
ば
長
渡
船
は
、

千
葉
県
下
に
お
い
て
は
行
徳
お
よ
び
関
宿
の
み
に
認
め
ら
れ
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
記

述
に
よ
れ
ば
、
内
務
省
は
東
京
〜
行
徳
間
の
船
運
だ
け
で
は
な
く
、
東
京
〜
関
宿
間
の

船
運
も
長
渡
船
と
し
て
い
る
が
、
近
世
に
関
宿
迄
の
船
運
も
長
渡
船
と
呼
ん
だ
か
ど
う

か
は
定
か
で
は
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
便
宜
的
に
「
関
宿
船
」
と
し
て
お
く
。

　

関
宿
船
の
詳
細
に
つ
い
て
は
ま
だ
明
ら
か
に
は
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
こ

こ
で
は
旅
日
記
を
も
と
に
関
宿
船
の
実
際
を
述
べ
て
お
こ
う
。

　

寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
七
月
二
六
日
福
島
県
二
本
松
市
近
傍
の
修
験
六
名
が
伊
勢

神
宮
・
大
峰
山
へ
旅
立
っ
て
い
る（　
）。
一
行
は
奥
州
道
中
を
南
下
し
、
氏
家
宿
と
白

沢
宿
の
間
に
あ
る
阿
久
津
河
岸
（
現
栃
木
県
さ
く
ら
市
）
に
宿
泊
し
て
い
る
。
阿
久
津

河
岸
は
鬼
怒
川
船
運
の
最
も
上
流
の
河
岸
で
、
物
資
の
集
散
地
と
し
て
繁
栄
を
極
め
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
こ
に
一
泊
し
た
一
行
は
翌
日
阿
久
津
河
岸
か
ら
、
茨
城
県
の
久
保

田
（
現
茨
城
県
結
城
市
）
迄
船
を
利
用
し
て
い
る
。

阿
久
津　
　
　

船
路
十
三
り

廿
九
日
晩
泊
り　

与
四
郎
宅

旅
篭
百
五
十
文
、
弐
十
弐
文
、
以
上
百
七
十
弐
文
、
是
よ
り
舟
ニ
の
り
久
保
田
と

云
所
へ
上
り
、
舟
ち
ん
百
三
十
五
文
ツ
ゝ
壱
人
前
ニ
出
シ
申
候
、
銭
壱
〆
五
百
廿

四
文

　

久
保
田
で
船
を
降
り
た
一
行
は
こ
れ
よ
り
水
戸
道
と
関
宿
・
仁
連
・
結
城
・
雀
宮
を

結
ぶ
関
宿
通
多
功
道
（
日
光
東
往
還
等
と
も
呼
ば
れ
る
）
の
仁
連
に
出
て
、
利
根
川
沿

い
の
境
河
岸
に
出
て
い
る
。
一
行
は
境
河
岸
か
ら
船
を
利
用
し
て
江
戸
へ
出
よ
う
と
し

た
が
、
江
戸
へ
の
乗
合
船
は
就
航
し
て
い
な
か
っ
た
。

さ
か
へ　
　
　

二
り

此
所
下
総
の
国
立
原
郡
（
猿
島
郡
の
誤
り
か
）
ト
申
所
也
、
さ
か
へ
か
し
よ
り
乗

合
無
之
ニ
付
、
く
が
道
罷
り
登
り
候
、
出
口
の
茶
屋
利
倉
屋
ニ
休
、
酒
壱
合
廿
八

文
、
此
間
ニ
関
や
と
ゝ
云
宿
舟
渡
二
ヶ
所
あ
り
、
二
ヶ
所
目
ニ
御
関
所
有
、
御
断

申
罷
通
候
、
舟
ち
ん
八
文
ニ
三
文
出
シ
申
候
、

　

こ
れ
は
江
戸
へ
の
旅
客
輸
送
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
よ
り
、
こ
の
時
は
何

ら
か
の
事
情
に
よ
り
乗
合
船
が
無
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

次
に
文
政
一
三
年
（
＝
天
保
元
年
・
一
八
三
〇
）
閏
三
月
二
六
日
に
江
戸
の
住
人
が

関
宿
へ
旅
し
た
時
の
日
記
「
せ
き
や
と
の
紀
行
」（　
）を
見
て
み
よ
う
。
筆
者
は
武
士
階

級
と
み
ら
れ
、
友
人
の
母
親
が
故
郷
で
あ
る
関
宿
を
尋
ね
る
旅
に
随
行
し
、
こ
の
紀
行

文
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

一
行
は
往
路
は
途
中
迄
日
光
道
中
を
行
き
、帰
路
は
関
宿
船
を
利
用
し
て
い
る
。「
せ

き
や
と
の
紀
行
」
は
船
の
状
況
や
船
中
の
様
子
そ
し
て
川
沿
い
の
風
景
を
実
に
上
手
に

記
し
て
い
る
。
か
な
り
の
長
文
に
な
る
が
、
下
手
に
要
約
せ
ず
以
下
に
引
用
す
る
こ
と

に
す
る
。

（
筆
者
は
関
宿
の
寺
社
を
調
査
・
見
聞
し
過
ぎ
た
た
め
、
同
行
者
達
が
宿
舎
で
気

を
も
ん
で
い
る
。）
…
…
人
々
ハ
門
に
立
い
て
又
は
も
と
り
て
壱
時
あ
ま
り
も
余

を
待
ち
、
道
に
も
迷
ふ
ら
ん
と
安
ん
し
け
り
と
い
ふ
、
夕
餉
を
な
し
湯
に
入
り
て

ゐ
し
に
、
隣
の
鈴
木
平
左
衛
門
と
い
ふ
者
来
た
り
て
、
主
人
の
留
守
な
れ
ハ
、
土
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地
の
咄
し
な
ん
と
せ
む
と
い
ふ
、
今
宵
夜
舩
に
て
帰
ら
は
や
舩
も
ま
ほ
し
く
別
を

告
ぬ
、
出
れ
は
そ
こ
〳
〵
に
支
度
せ
り
、
鶏
卵
・
饂
飩
の
粉
な
と
家
つ
と
に
せ
よ

と
も
ら
ひ
、
堺
屋
弥
治
右
衛
門
と
云
舩
宿
の
前
よ
り
舩
に
の
り
ぬ
、
人
々
も
い
と

ね
も
こ
ろ
に
送
り
来
た
り
て
別
れ
ぬ
、
関
宿
よ
り
江
戸
小
網
丁
ま
て
舩
路
十
八
里

に
し
て
、
川
に
か
ゝ
れ
る
宿
駅
、
渡
し
場
の
名
は
元
町
・
法
師
鼻
・
金
の
井
・
江

和
奈
（
岩
名
）・
野
田
・
流
山
・
松
戸
・
市
川
御
番
所
・
□
原
渡
・
湊
渡
・
今
井
・

新
川
入
口
三
角
□
・
舩
戸
・
小
松
川
新
田
・
中
川
御
番
所
を
越
て
大
川
に
至
る
、

舩
の
長
さ
四
間
半
も
有
る
へ
し
、が
ん
ふ
り
と
云
う
油
樽
□
樫
の
材
木
を
載
た
り
、

我
は
舩
主
の
隣
よ
り
た
の
ミ
て
載
り
て
け
れ
ハ
、
上
の
狭
き
所
え
独
り
ゐ
て
、
お

の
か
ま
ゝ
に
起
臥
せ
り
、
追
々
来
る
も
の
ハ
う
ち
交
り
て
居
ら
し
め
た
り
、
中
に

女
子
四
人
三
才
は
か
り
の
男
子
に
僕
三
人
を
連
れ
て
の
れ
り
、
こ
ハ
遠
州
掛
川
の

家
士
の
妻
に
て
、
江
戸
の
藩
に
十
日
あ
ま
り
留
り
、
日
光
の
御
宮
の
参
り
し
帰
り

な
り
と
、
さ
ま
て
旅
の
疲
れ
も
見
え
す
、
道
す
か
ら
の
こ
と
な
ん
と
、
口
々
に
語

ら
ひ
譁
し
く
江
戸
の
女
な
ん
と
の
隣
家
え
遊
ひ
来
り
し
こ
と
く
に
て
、
遠
き
国
の

人
は
心
の
ほ
と
強
く
、
は
る
〳
〵
故
郷
を
離
れ
て
う
き
こ
と
も
顕
ハ
れ
ぬ
は
、
丈

夫
に
も
増
れ
り
と
思
ひ
ぬ
、
舩
人
ハ
壱
人
し
て
苦
な
と
襲
ひ
こ
き
出
せ
し
か
ハ
、

浪
の
舩
に
か
ゝ
れ
る
音
、
物
さ
ミ
し
く
、
ね
て
も
心
や
す
か
ら
さ
れ
ハ
ま
と
ろ
ま

て
、
酉
の
過
る
こ
ろ
、
か
な
□
ゐ
と
い
ふ
處
に
来
り
し
か
、
余
に
告
て
二
人
の
旅

人
来
れ
る
ま
ゝ
、怪
き
者
に
ハ
あ
ら
さ
れ
ハ
、傍
に
入
て
く
れ
よ
と
た
の
ミ
し
ま
ゝ

意
に
任
せ
ぬ
、
是
ハ
江
戸
の
本
郷
え
行
く
商
人
な
り
と
い
ふ
、
是
よ
り
ハ
や
す
ら

ぬ
思
ひ
な
し
、
ね
（
寝
）
も
せ
て
横
な
る
木
に
倚
り
て
ゐ
し
か
、
し
ら
浪
の
か
ゝ

る
た
め
し
も
聞
じ
か
ハ
、
独
に
て
心
ほ
そ
く
、
折
か
ら
小
舩
に
明
り
を
と
も
し
、

酒
肴
・
菓
子
な
と
商
に
来
れ
り
、
こ
れ
は
淀
の
渡
り
の
食
ハ
ん
か
と
い
ふ
し
も
思

ひ
や
り
て
を
か
し
く
、
人
々
も
夜
の
さ
ミ
し
き
ま
ゝ
酒
肴
を
買
ふ
て
酔
を
な
し
、

余
も
菓
子
を
求
て
な
く
さ
ミ
け
れ
と
、
夜
の
ふ
く
る
（
更
け
る
）
に
し
た
か
ひ
、

多
の
人
も
ね
む
り
て
静
に
な
る
に
、
艫
の
音
は
耳
に
絶
や
ら
す
、
幽
に
鐘
の
声
聞

へ
け
れ
ハ
、
楓
橋
夜
泊
も
か
く
や
と
て
、
な
ミ
枕
い
と
ゝ
う
き
ね
の
凄
し
き
に
ふ

く
る
夜
つ
け
て
鐘
ひ
ゝ
く
な
り
、
時
う
つ
り
て
松
戸
を
も
す
き
（
過
）
ぬ
る
に
、

ほ
の
〳
〵
と
明
け
わ
た
り
ぬ
れ
ハ
、
筥
（
苫
ヵ
）
を
ひ
ら
き
て
見
る
に
、
草
木
生

し
岸
の
広
く
、
外
に
舟
も
な
く
在
明
月
の
残
れ
る
の
ミ
也
、
夢
の
さ
め
し
こ
と
く
、

国
府
台
を
過
る
比
は
旭
日
の
登
り
て
赤
壁
を
ふ
り
さ
け
み
れ
ハ
、
数
十
丈
の
上
に

木
立
老
繁
り
、
古
戦
場
の
様
今
も
め
さ
ま
し
く
、
渺
々
た
る
洪
河
の
彼
方
を
小
舟

江
棹
さ
し
、
村
の
童
子
の
遊
へ
る
か
と
思
ひ
し
か
、
と
く
来
り
ぬ
れ
ハ
二
人
の
女

子
な
り
、
言
た
に
い
わ
す
、
こ
な
た
の
舩
に
つ
な
き
て
酒
肴
・
団
子
な
と
商
ふ
、

の
り
ゐ
し
者
も
餓
ぬ
れ
ハ
、
あ
ら
そ
ひ
て
求
め
飲
食
な
し
、
余
も
団
子
を
求
め
食

ぬ
、
市
川
御
関
所
・
行
徳
・
今
井
を
も
下
り
て
新
川
の
岸
に
つ
け
〔
小
川
や
儀
右

衛
門
と
云
〕
家
に
い
り
て
朝
餉
せ
る
に
、
巳
の
下
り
に
そ
な
り
け
り
、
た
つ
と
い

ふ
魚
を
□
に
し
た
り
、
初
て
食
し
味
ひ
し
か
ハ
、
こ
ゝ
ろ
よ
か
ら
す
思
ひ
ぬ
、
主

人
の
い
ふ
、
け
ふ
は
大
君
の
濱
の
御
庭
江
成
ら
せ
ら
れ
し
ま
ゝ
、
中
川
御
番
所
は

通
す
ま
し
け
れ
ハ
、
小
舟
に
の
り
て
建
（
竪
）
川
を
下
り
、
両
国
へ
い
た
り
給
へ

と
い
ふ
、
人
々
其
に
ま
か
せ
て
行
ぬ
れ
は
、
こ
ミ
合
て
危
き
ま
ゝ
余
は
こ
の
舟
の

こ
き
行
る
ゝ
ま
て
の
り
て
、
陸
へ
上
り
ぬ
へ
し
と
い
ら
ゐ
庄
左
衛
門
方
え
つ
ゝ
か

な
く
こ
ゝ
ま
て
来
り
し
事
を
文
に
書
つ
け
て
未
に
わ
か
家
に
ぬ
か
心
ち
し
て
、
梶

枕
長
き
舩
路
に
浪
風
も
な
し
と
言
て
、
舩
人
に
た
の
ミ
や
り
て
、
大
き
な
る
舩
に

余
独
り
の
り
て
心
静
に
四
方
を
見
や
り
、
中
川
に
い
た
り
ぬ
る
に
通
る
こ
と
な
ら

さ
れ
ハ
、
右
へ
折
て
逆
井
の
こ
な
た
に
て
舩
を
留
て
、
舩
路
の
明
□
□
ま
ち
ぬ
る

に
、
い
つ
と
い
ふ
限
り
も
な
け
れ
ハ
、
向
の
岸
よ
り
棹
さ
す
小
舟
を
幸
に
呼
び
て

の
り
た
り
、
さ
れ
ハ
逆
井
よ
り
堅
川
を
下
り
、
両
国
の
右
柳
橋
に
そ
つ
き
ぬ
、
廿

八
日
の
午
の
下
り
に
そ
あ
り
つ
れ
、
漸
に
て
聞
に　
　

大
君
は
王
子
、
内
府
の
君

ハ
浜
の
御
殿
え
成
ら
せ
給
ふ
と
な
ん
、
□
然
と
し
て
覚
ぬ
れ
ハ
、
こ
は
若
葉
の
小

く
ら
き
窓
の
下
に
眠
れ
る
夢
に
そ
あ
り
け
り
、
あ
た
り
を
見
廻
せ
は
机
の
上
に
は

南
華
経
の
初
を
開
て
有
け
る
、

　

前
述
の
如
く
関
宿
か
ら
江
戸
市
中
に
至
る
ま
で
の
状
況
を
実
に
克
明
に
記
し
て
い

る
。
本
稿
と
は
関
係
な
い
が
、
興
味
深
い
の
は
遠
州
掛
川
藩
士
の
妻
が
子
供
を
連
れ
て

江
戸
藩
邸
を
訪
れ
、
な
お
か
つ
子
連
れ
で
日
光
に
詣
で
帰
路
関
宿
か
ら
船
運
を
利
用
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

江
戸
川
に
は
飲
食
を
販
売
す
る
船
も
あ
り
、
紀
行
文
の
筆
者
は
こ
れ
を
淀
川
の
く
ら

わ
ん
か
船
に
擬
え
て
い
る
。

　

日
記
の
筆
者
は
「
国
府
台
を
過
る
比
は
旭
日
の
登
り
て
、
赤
壁
を
ふ
り
さ
け
ミ
れ
ハ
」

と
書
い
て
い
る
が
、
赤
壁
は
言
う
ま
で
も
無
く
中
国
長
江
の
赤
壁
で
あ
る
。『
三
国
志
』
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の
影
響
か
日
本
人
は
異
様
な
ほ
ど
赤
壁
に
憧
れ
を
持
っ
て
い
る
。

　

乗
船
客
は
新
川
に
入
る
と
こ
ろ
で
朝
食
を
と
っ
て
い
る
が
、
そ
の
場
所
は
先
に
の
べ

た
船
橋
西
図
書
館
所
蔵
の
絵
巻
に
描
か
れ
た
茶
店
の
辺
り
で
あ
ろ
う
。
乗
船
客
は
こ
こ

で
将
軍
が
浜
御
殿
（
現
浜
離
宮
）
に
御
成
り
の
た
め
、
中
川
番
所
は
通
行
出
来
な
い
こ

と
を
聞
く
。
中
川
番
所
を
通
行
出
来
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
小
名
木
川
を
通
行
出
来
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
船
は
新
川
と
中
川
の
合
流
点
に
来
る
と
、
中
川
を

遡
り
逆
井
に
達
し
て
い
る
。
逆
井
で
堅
川
の
明
く
の
を
待
つ
が
、
何
時
に
な
る
か
分
ら

な
い
た
め
こ
こ
で
小
舟
を
雇
っ
て
乗
換
え
、
堅
川
か
ら
隅
田
川
を
横
断
し
て
柳
橋
に
達

し
て
い
る
。

　

近
世
の
小
名
木
川
の
舟
運
に
対
し
、
堅
川
の
舟
運
に
つ
い
て
具
体
的
に
記
し
た
も
の

は
こ
れ
ま
で
見
た
こ
と
が
無
い
。
堅
川
も
物
資
輸
送
等
の
船
舶
が
多
数
就
航
し
て
い
た

と
思
う
の
だ
が
。
い
ず
れ
に
せ
よ
行
徳
船
に
せ
よ
、
関
宿
船
に
せ
よ
緊
急
の
場
合
は
堅

川
を
利
用
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

次
に
西
国
か
ら
の
旅
日
記
を
見
て
み
よ
う（　
）。
天
保
一
二
年
（
一
八
四
一
）
二
月

一
日
に
丹
波
篠
山
（
現
兵
庫
県
篠
山
市
）
近
傍
に
住
む
亀
屋
勇
吉
を
含
む
四
人
は
善
光

寺
・
日
光
・
西
国
三
十
三
所
を
巡
る
旅
に
出
た
。
二
月
一
九
日
善
光
寺
出
発
。
二
七
日

に
日
光
東
照
宮
等
参
拝
。
三
月
二
日
日
光
を
出
立
し
日
光
道
中
を
江
戸
に
向
か
い
四
日

古
河
に
到
着
す
る
が
、
こ
こ
で
関
宿
か
ら
江
戸
へ
向
け
て
の
船
運
の
あ
る
こ
と
を
知
っ

た
よ
う
で
あ
る
。

此
古
河
城
家
よ
り
江
戸
弐
十
里
也
、
私
ら
義
は
此
古
河
よ
り
関
宿
へ
行
キ
、

其
所
よ
り
江
戸
川
舟
ニ
而
行
と
申
聞
、
そ
れ
故
此
古
河
よ
り
関
宿
申
町
行
、

関
宿
よ
り
江
戸
へ
川
舟
ニ
の
る
、

　
　

此
間
川
弐
ッ　

舟
ち
ん
弐
十
四
文

　
　

向
川
ギ
し

関
宿
城
家
舟
問
屋

一
同　

夜　
　

三
り　
　
　
　

△
木
村
清
兵
衛
泊
り

　

古
河
で
関
宿
か
ら
の
船
便
を
知
っ
た
一
行
は
関
宿
へ
出
て
、
舟
問
屋
木
村
治
兵
衛
方

に
宿
泊
し
て
い
る
。
日
記
に
「
同　

夜　
　
　

三
り
」
と
あ
る
の
は
、
午
後
三
里
歩
い

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
午
前
中
に
つ
い
て
は
例
え
ば
「
昼　
　

三
り
」
等
と
書
い
て

い
る
。
関
宿
か
ら
の
船
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　
　

 

関
宿
城
家
舟
問
屋
向
川
ぎ
し
木
村
清
兵
衛
と
申
問
屋
宜
敷
候
、
壱
人
前
江
戸
迄

右
十
三
り
之
間
、
関
宿
ニ
着
候
ニ
て
ゆ
う
は
ん
共
弐
百
五
十
文
宛
々
、
外
ニ
問

屋
ニ
而
ふ
と
ん
か
り
申
候
、
夜
舟
ニ
而
誠
ニ
さ
む
し
、
ふ
と
ん
す
い
ふ
ん
た
ん

と
か
り
被
成
候
、
ふ
と
ん
代
壱
枚
四
拾
八
文
也
、
右
関
宿
の
問
屋
よ
り
舟
出
る

時
く
れ
六
ッ
時
也
、
そ
れ
よ
り
夜
舟
ニ
而
江
戸
両
国
橋
着
、
五
日
之
日
の
昼
着

仕
り
申
候
、

　

船
賃
は
夕
食
代
込
で
二
五
〇
文
。
夜
船
で
し
か
も
二
月
、
旧
暦
の
二
月
と
は
い
え
船

中
は
か
な
り
冷
え
る
た
め
布
団
を
借
り
て
い
る
が
借
料
は
一
枚
に
付
四
八
文
で
あ
っ
た
。

　

船
は
暮
れ
六
つ
に
出
船
し
て
五
日
の
昼
に
両
国
橋
に
到
着
し
て
い
る
。

　

近
世
に
お
け
る
関
宿
か
ら
の
船
に
よ
る
旅
客
輸
送
に
つ
い
て
は
、
現
在
ど
の
程
度
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
る
の
か
筆
者
自
身
よ
く
調
べ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
ら
旅
日
記
か
ら
見

る
限
り
船
の
就
航
形
態
は
夜
船
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　

江
戸
か
ら
房
総
へ
、
或
い
は
房
総
か
ら
江
戸
へ
は
海
に
出
る
こ
と
な
く
河
川
に
よ
り

達
す
る
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
あ
る
。
船
運
の
利
用
は
危
険
を
伴
う
も
の
で
あ
る
が
、

海
に
比
べ
れ
ば
河
川
は
ま
だ
安
全
で
あ
り
多
く
の
旅
人
が
利
用
し
た
。

二
　
行
徳
一
丁
目
河
岸
〜
浜
野
間
の
旅
客
輸
送

　

日
本
橋
川
の
木
更
津
河
岸
か
ら
は
前
述
の
よ
う
に
木
更
津
に
向
け
て
貨
客
船
が
発
着

し
て
お
り
、
木
更
津
船
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
こ
れ
と
は
別
に
小
網
町
一
町
目
河
岸
よ
り

現
在
の
千
葉
県
千
葉
市
中
央
区
浜
野
町
に
向
け
て
旅
客
輸
送
の
船
が
出
て
い
た
。

　

尾
張
屋
板
江
戸
切
絵
図
の
「
日
本
橋
北
内
神
田
両
国
浜
町
明
細
絵
図
」（　
）に
よ
れ
ば
、

行
徳
船
の
発
着
す
る
行
徳
河
岸
は
小
網
町
三
町
目
の
箱
崎
橋
の
際
で
あ
り
、
小
網
町
一

町
目
に
は
特
に
河
岸
の
記
載
は
無
い
。
要
す
る
に
こ
の
辺
り
は
河
岸
と
し
て
黙
認
さ
れ

て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　

こ
の
辺
り
か
ら
房
総
方
面
へ
の
旅
客
を
運
ぶ
船
が
出
て
い
た
こ
と
は
、
後
述
す
る
禁

令
な
ど
か
ら
承
知
は
し
て
い
た
。
し
か
し
実
際
の
運
航
を
示
す
史
料
を
筆
者
は
こ
れ
ま

で
目
に
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
郵
政
博
物
館
収
蔵
の
史
料
に
よ
り
多
少
そ
の
実
態

を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

口
書
一
札
之
事

16

17
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一 
私
共
儀
昨
十
七
日
夜
、
小
網
町
壱
町
目
河
岸
よ
り
御
村
方
迄
乗
舩
仕
候
処
、
今

十
八
日
九
ッ
時
乗
合
之
内
、
年
頃
五
十
才
位
之
僧
壱
人
舟
よ
り
落
水
死
仕
候
始

末
御
尋
被
成
一
統
申
上
候
、
私
共
は
不
及
申
、
舟
頭
共
ニ
至
迄
、
喧
嘩
口
論
仕

候
者
壱
人
も
無
御
座
、
水
死
人
荷
物
立
会
相
改
候
処
、
袈
裟
衣
・
数
珠
・
御
経

二
冊
・
小
本
壱
冊
・
眼
鏡
壱
ッ
・
き
せ
る
・
た
ば
こ
入
・
白
却
伴
（
脚
絆
）
壱

足
・
竹
の
子
笠
壱
階
、
〆
拾
壱
品
之
外
、
金
銭
は
無
御
座
候
、
若
何
方
よ
り
何

様
之
義
申
出
候
共
、
罷
出
申
訳
可
仕
候
、
為
後
日
乗
合
一
統
連
印
仍
而
如
件
、

文
政
六
未
年

　

四
月
十
八
日

上
総
国
埴
生
郡

水
沼
村

市
郎
右
衛
門
（　
　
（
爪
印
）

江
戸
本
所
柳
嶋

七　

五　

郎
（

上
総
国
夷
隅
郡

日
割
村
（
日
在
ヵ
）

伊　
　
　

八
（

同　
　

村甚　

兵　

衛
（

上
総
国
市
原
郡

国
吉
村

次
郎
右
衛
門
（

江
戸
四
ッ
谷内

藤
新
宿半　

兵　

衛
（

上
総
国
夷
隅
郡

大
井
谷
村弥　

惣　

八
（

江
戸
浅
草

南
馬
道　

忠
兵
衛
店

七
右
衛
門
（

同
町
同
店幸　

次　

郎
（

丹
波
国
与
佐
郡

野
沼
村

　

延
命
寺道　

　
　

勇
（

上
総
国
長
柄
郡

鶉
谷
村
（
鴇
谷
ヵ
）

与
次
右
衛
門
㊞

同
国
同
郡

長
富
村

善　
　
　

蔵
㊞

同
国
同
郡

七
渡
村

与
右
衛
門
㊞

上
総
国
市
原
郡

今
富
村

友
右
衛
門
（

江
戸
深
川

万
年
町
二
丁
目　

清
左
衛
門
店

辰　

五　

郎
（

江
戸
浅
草

福
井
町
三
丁
目　

吉
兵
衛
店

喜　

三　

郎
（　

江
戸
神
田

紺
屋
町
二
丁
目　

藤
兵
衛
店

亀　

治　

郎
（

上
総
国
市
原
郡

板
倉
村
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皆　

次　

郎
（

同　

村
吉　

太　

郎
（

同
国
長
柄
郡茂

原
村

新　

兵　

衛
（

同　

村
五
郎
兵
衛
（

同　

村
常　
　
　

松
（　

同　

村
松　

五　

郎
（

同　

村
小
右
衛
門
（

浜　

野　

村

御　

役　

人　

中

　

文
政
六
年
四
月
十
七
日
夜
、
小
網
町
一
町
目
を
離
岸
し
浜
野
村
に
向
か
っ
た
船
に
乗

船
し
て
い
た
僧
侶
が
船
よ
り
転
落
し
、
水
死
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
「
事
件
」

が
起
き
た
か
ら
こ
そ
内
房
渡
海
の
旅
客
輸
送
船
の
こ
と
が
、
少
し
で
は
あ
る
が
明
ら
か

に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
こ
で
先
づ
事
件
に
つ
い
て
の
文
書
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

　

前
掲
の
「
口
書
」
は
当
然
浜
野
村
に
到
着
し
て
か
ら
作
成
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。
事

件
の
経
緯
を
知
っ
た
浜
野
村
は
水
死
し
た
僧
侶
の
本
寺
に
連
絡
し
て
い
る
。

　
　

 

今
般
貴
寺
御
弟
子
春
光
子
御
事
、
当
十
七
日
夜
小
網
町
壱
丁
目
川
岸
よ
り
当
村
江

御
乗
舩
被
成
候
処
、
翌
十
八
日
昼
九
ッ
時
、
黒
砂
浦
沖
ニ
而
右
春
光
子
義
、
小
便

乍
致
舟
よ
り
落
候
ヲ
見
附
周
障
、
舩
人
は
不
及
申
、
乗
合
之
も
の
共
一
同
引
揚
可

申
与
存
、
種
々
手
配
仕
候
得
共
、
海
中
之
事
故
終
ニ
行
方
相
知
不
申
、
一
同
空
敷

当
村
江
着
舩
い
た
し
、
右
之
趣
申
参
候
ニ
付
、
其
節
舩
人
并
乗
合
一
同
得
与
承
糺

候
節
、
舩
中
ニ
而
喧
嘩
口
論
仕
候
者
壱
人
も
無
之
、
自
然
与
落
候
義
、
舩
人
并
乗

合
廿
五
人
之
者
共
一
同
、
右
之
始
末
少
も
相
違
無
御
座
候
由
申
之
ニ
付
、
右
之
者

共
よ
り
一
統
連
印
一
札
取
置
申
候
間
、
右
一
条
ニ
付
何
方
よ
り
何
様
之
義
申
出
候

共
、
御
本
寺
ハ
不
及
申
上
、
貴
寺
江
少
も
御
苦
労
相
懸
ヶ
申
間
敷
候
、
此
上
浦
々

ニ
而
水
死
骸
等
見
当
次
第
早
速
御
知
ら
セ
可
申
上
候
間
、
御
見
分
之
上
相
違
も
無

之
候
ハ
ゝ
、
御
引
取
可
被
下
候
、
為
後
証
差
上
申
一
札
仍
而
如
件
、

文
政
六
未
年　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜　

野　

村

四
月
廿
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名　

主　

林　
　
　

吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
府
ニ
付
代
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

組　

頭　

喜　

平　

次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
惣
代　

清
左
衛
門

　
　
　
　
　
　

泉　

蔵　

寺　

様

　

本
寺
で
あ
る
泉
蔵
寺
は
現
在
の
千
葉
市
緑
区
お
ゆ
み
野
に
所
在
す
る
真
言
宗
の
寺
院

で
、
浜
野
村
よ
り
春
光
の
遺
品
を
受
け
取
っ
た
泉
蔵
寺
は
浜
野
村
に
以
下
の
よ
う
な
請

取
を
提
出
し
て
い
る
。

　
　

一 

今
般
拙
寺
弟
子
菊
間
村
千
光
院
門
徒
地
蔵
院
住
春
光
事
、
当
十
七
日
夜
小
網
町

壱
町
目
川
岸
よ
り
其
御
村
江
致
乗
舩
候
所
、
翌
十
八
日
黒
砂
沖
ニ
而
、
右
春
光

義
小
便
乍
致
舟
落
、
行
方
相
知
レ
不
申
趣
御
届
被
成
候
ニ
付
、
早
速
参
右
荷
物

風
呂
敷
包
之
内
相
改
候
所
、

一
け　

さ　
　
　
　
　

壱
ッ

一
衣　
　
　
　
　
　
　

壱
ッ

一
御　

経　
　
　
　
　

弐
冊

一
本　
　
　
　
　
　
　

壱
冊

一
目　

鏡　
　
　
　
　

壱
ッ

一
数　

珠　
　
　
　
　

壱
連

一
き
せ
る　
　
　
　
　

壱
本

一
た
ば
こ
入　
　
　
　

壱
ッ

一
竹
之
子
笠　
　
　
　

壱
階

一
白
却
絆　
　
　
　
　

壱
足

〆
拾
壱
品　
　
　
　
　

　
　

 
右
之
通
相
改
春
光
荷
物
ニ
相
違
無
之
候
間
、
慥
ニ
請
取
申
候
、
死
骸
見
当
り
次
第

見
分
之
上
引
取
可
申
候
、
為
後
日
之
請
取
一
札
仍
而
如
件
、

有
吉
村
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泉　

蔵　

寺
印

文
政
六
未
年　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

恵　
　
　

春
（
花
押
）

　

四
月
廿
日

浜
野
村

　
　

御
役
人
中

　

以
上
が
こ
の
事
件
に
関
連
す
る
現
存
文
書
だ
が
、
取
り
あ
え
ず
事
件
の
経
過
を
記
し

て
お
こ
う
。

　

文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
四
月
一
七
日
の
夜
、
浜
野
村
（
現
千
葉
市
）
に
向
け
て
旅

客
輸
送
船
が
江
戸
小
網
町
一
町
目
河
岸
を
出
船
し
た
。
と
こ
ろ
が
一
八
日
の
昼
頃
乗
船

客
の
五
〇
歳
位
に
な
る
僧
が
船
よ
り
落
ち
水
死
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
口
書
が
作

成
さ
れ
た
が
、
口
書
は
当
然
浜
野
村
に
到
着
し
て
か
ら
の
事
だ
ろ
う
。

　

口
書
に
よ
る
と
船
中
に
お
い
て
乗
船
客
も
船
頭
達
も
喧
嘩
口
論
を
し
た
も
の
は
無

く
、
全
く
の
事
故
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
水
死
人
の
荷
物
を
立
会
の
も
と
に
調
べ
た
と

こ
ろ
、
袈
裟
を
は
じ
め
計
一
〇
件
、
一
一
品
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
現
金
は
確
認
さ
れ

て
い
な
い
が
、
落
水
し
た
僧
が
懐
中
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　

事
件
は
単
純
な
も
の
で
、
泉
蔵
寺
の
弟
子
で
あ
る
菊
間
村
千
光
院
の
門
徒（　
）地
蔵

院
の
春
光
が
船
中
で
小
用
を
足
そ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
船
よ
り
落
ち
死
亡
し
て
し
ま
っ

た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
小
網
町
と
浜
野
を
結
ぶ
船
が
ど
の
程
度
の
大
き
さ
で
あ
っ
た

か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
た
い
し
て
大
き
な
船
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な

船
の
中
で
立
ち
あ
が
り
小
用
を
足
す
こ
と
は
危
険
極
ま
り
な
い
。

　

僧
侶
の
死
に
よ
り
図
ら
ず
も
江
戸
小
網
町
と
下
総
の
浜
野
を
結
ぶ
旅
客
輸
送
の
存
在

が
明
ら
か
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
乗
船
客
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

　

乗
船
客
は
落
水
し
た
春
光
も
含
め
て
二
五
名
だ
が
、
彼
を
除
い
た
二
四
名
に
就
い
て

見
て
い
こ
う
。「
口
書
一
札
之
事
」
の
二
四
名
の
署
名
を
見
る
と
筆
跡
が
同
じ
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
本
文
の
筆
者
が
書
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
る
が
、
署
名
の
下
に
爪
印

が
押
さ
れ
て
い
る
。
但
し
長
柄
郡
鴇
谷
村
の
与
次
右
衛
門
・
同
郡
長
富
村
善
蔵
・
七
渡

村
与
右
衛
門
の
三
人
は
印
判
を
所
持
し
て
お
り
捺
印
し
て
い
る
。

　

乗
船
客
二
四
名
の
内
上
総
国
の
者
が
一
六
名
、
江
戸
の
者
が
七
名
、
丹
波
国
の
僧
が

一
名
で
あ
る
。
上
総
の
一
六
名
の
内
埴
生
郡
の
者
一
名
、
夷
隅
郡
三
名
、
市
原
郡
四
名
、

長
柄
郡
八
名
で
あ
る
が
、
こ
の
内
長
柄
郡
鴇
谷
村
与
次
右
衛
門
・
長
富
村
善
蔵
・
七
渡

村
与
右
衛
門
及
び
茂
原
村
の
者
五
名
は
同
行
者
か
も
知
れ
な
い
。
長
柄
郡
の
三
名
は
前

述
の
よ
う
に
判
を
持
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
偶
然
で
は
な
く
こ
の
三
名
が
江
戸
に
判
を

必
要
と
す
る
用
事
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

　

茂
原
村
の
五
名
は
社
寺
参
詣
の
帰
り
の
よ
う
で
も
あ
る
。
こ
の
ほ
か
日
在
村
の
者
も

同
行
者
で
あ
る
可
能
性
が
強
い
。
江
戸
の
乗
船
客
は
非
常
に
関
心
が
あ
る
が
、
資
料
も

無
く
こ
こ
で
の
目
的
で
は
な
い
の
で
後
日
に
期
し
た
い
。

　

乗
船
客
の
様
子
か
ら
見
る
と
、
小
網
町
〜
浜
野
間
を
往
来
す
る
船
は
定
期
船
の
よ
う

で
あ
り
、
多
く
の
人
々
が
こ
の
船
の
存
在
を
承
知
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
次
に
船

の
利
用
と
陸
路
の
関
係
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

三
　
旅
客
の
陸
路
歩
行
と
海
上
輸
送

（
一
）
陸
路
と
海
路

　

船
に
よ
る
旅
人
の
移
動
の
可
否
は
近
世
に
お
い
て
は
甚
だ
曖
昧
で
あ
る
。
近
世
の
交

通
体
系
か
ら
み
て
旅
人
は
陸
路
。
但
し
本
州
と
九
州
・
四
国
な
ど
海
上
歩
行
の
不
可
能

な
と
こ
ろ
は
船
を
利
用
す
る
と
考
え
て
き
た
。
と
い
う
よ
り
思
い
こ
ん
で
き
た
と
い
う

表
現
の
ほ
う
が
正
し
い
か
も
知
れ
な
い
。
そ
の
大
き
な
理
由
の
一
つ
が
関
所
の
存
在
で

あ
る
。
関
西
と
関
東
を
船
に
よ
っ
て
旅
を
す
れ
ば
箱
根
・
新
居
関
所
は
フ
リ
ー
パ
ス
で

あ
る
。
さ
ら
に
海
上
・
河
川
交
通
を
利
用
し
て
旅
人
を
運
べ
ば
街
道
の
交
通
集
落
は
衰

退
し
て
し
ま
い
、
近
世
交
通
制
度
は
崩
壊
し
て
し
ま
う
。

　

し
か
し
筆
者
の
見
落
と
し
か
も
知
れ
な
い
が
、「
旅
人
は
陸
路
を
行
く
べ
し
」
と
い

う
よ
う
な
全
国
法
令
の
よ
う
な
も
の
は
出
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

東
海
道
吉
田
宿
を
出
る
と
吉
田
川
（
豊
川
）
を
渡
る
が
、
吉
田
橋
際
の
吉
田
湊
か
ら

は
伊
勢
の
白
子
方
面
を
始
め
、
尾
張
・
伊
豆
・
江
戸
と
各
地
へ
船
が
通
じ
て
い
た（　
）。

吉
田
藩
は
こ
の
湊
を
仕
切
る
舟
町
に
荷
物
や
旅
人
を
渡
海
さ
せ
る
権
利
を
与
え
て
い

た
。
こ
の
船
を
利
用
す
れ
ば
短
時
日
の
う
ち
に
歩
く
こ
と
な
く
伊
勢
へ
達
す
る
こ
と
が

で
き
た
た
め
、
吉
田
を
中
心
と
し
た
広
範
な
地
域
の
人
々
が
伊
勢
参
宮
の
た
め
に
こ
の

船
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

吉
田
湊
か
ら
の
旅
人
輸
送
は
吉
田
藩
が
認
め
た
も
の
で
、
道
中
奉
行
公
認
で
は
な

18

19
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江戸を中心とした船舶による旅客輸送について

か
っ
た
が
そ
の
後
道
中
奉
行
も
こ
れ
を
公
認
し
て
い
る
。
し
か
し
吉
田
湊
以
外
の
船
も

伊
勢
へ
旅
人
を
運
ぶ
よ
う
に
な
り
、
吉
田
湊
の
特
権
が
侵
害
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
伊
勢
参
宮
に
は
便
利
な
船
で
は
あ
っ
た
が
、
東
国
か
ら
の
参
宮
者
は
あ
ま
り
利
用

し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
船
を
利
用
す
る
と
、
吉
田
以
遠
の
名
所
旧
跡
を
見
る

こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
近
世
の
伊
勢
参
宮
は
目
的
地
に
少
し

で
も
早
く
到
着
す
る
こ
と
よ
り
も
、
一
つ
で
も
多
く
の
名
所
旧
跡
等
を
見
て
廻
る
こ
と

が
目
的
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

吉
田
湊
か
ら
の
伊
勢
参
宮
者
輸
送
に
つ
い
て
道
中
奉
行
は
こ
れ
を
積
極
的
に
禁
止
は

し
て
い
な
い
。
そ
れ
で
は
江
戸
〜
房
総
間
の
旅
客
輸
送
は
ど
う
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
『
牧
民
金
鑑
』
に
関
連
禁
令
が
出
て
い
る（　
）。

寛
政
六
寅
年
六
月

下
総
国
本
行
徳
並
登
戸
・
浜
野
村
辺
よ
り
、
諸
荷
物
等
渡
海
、
又
者
旅
人
乗
せ

候
船
頭
共
、
近
頃
舟
中
ニ
於
て
酒
代
等
ね
た
り
取
、
或
ハ
江
戸
小
網
町
河
岸
ニ

て
、
本
行
徳
辺
ニ
無
之
外
場
所
之
船
、
本
行
徳
江
戻
り
船
之
由
申
紛
し
、
旅
人

を
乗
せ
、
右
船
地
元
川
岸
ニ
至
り
候
得
者
、
此
辺
よ
り
上
り
呉
候
様
成
儀
と
も

申
懸
、
旅
人
難
儀
之
趣
相
聞
、
不
埒
ニ
付
、
右
體
之
義
無
之
様
、
急
度
可
相
心

得
も
の
也
、寅

六
月

右
之
通
各
支
配
川
岸
々
並
私
領
・
寺
社
領
之
分
と
も
有
之
候
ハ
ヽ
、
最
寄
村
方

よ
り
申
通
候
様
可
被
取
斗
候
、

　

六
月

　

こ
れ
に
依
れ
ば
、
本
行
徳
・
登
戸
・
浜
野
あ
た
り
の
「
諸
荷
物
等
渡
海
、
又
者
旅
人

乗
せ
候
船
頭
共
」
が
近
頃
船
中
で
酒
代
を
ね
だ
る
と
あ
る
が
、「
諸
荷
物
等
渡
海
」
と

は
物
資
輸
送
船
に
よ
る
旅
客
の
輸
送
の
こ
と
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
本
行
徳
以
外
の
地
の
船

が
本
行
徳
へ
の
戻
り
船
と
偽
っ
て
旅
客
を
乗
せ
、
船
頭
の
地
元
で
旅
客
を
無
理
や
り
下

船
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
う
し
た
行
為
を
禁
止
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ

て
、
船
に
よ
る
旅
客
輸
送
そ
の
も
の
を
禁
止
し
た
も
の
で
は
な
い
。

　

し
か
し
江
戸
か
ら
房
総
へ
の
陸
路
に
は
江
戸
川
沿
い
に
小
岩
市
川
関
所
が
、
さ
ら
に

そ
の
上
流
に
は
金
町
松
戸
関
所
が
設
け
ら
れ
、
行
徳
船
の
航
路
に
は
中
川
番
所
が
設
け

ら
れ
て
い
た
。
近
世
中
後
期
に
は
有
名
無
実
の
よ
う
な
関
所
で
は
あ
っ
た
が
、
関
所
は

関
所
で
あ
る
。
こ
の
関
所
を
幕
府
自
体
が
軽
視
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
が
、
江
戸
〜

房
総
間
の
船
に
よ
る
旅
人
輸
送
が
常
態
化
し
て
し
ま
っ
た
た
め
黙
認
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
但
し
関
所
が
関
連
し
た
事
件
が
発
生
し
た
時
は
当
然
黙
認
す
る
と

い
う
訳
に
は
い
か
な
か
っ
た
。

　

文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
下
総
無
宿
平
蔵
は
江
戸
浅
草
山
谷
町
七
左
衛
門
倅
富
五
郎

の
女
房
「
い
く
」
を
無
理
矢
理
連
れ
去
っ
た（　
）。
江
戸
市
中
を
徘
徊
す
る
の
は
危
険

と
み
た
平
蔵
は
、「
い
く
」を
連
れ
て
上
総
辺
り
の
知
人
宅
に
逃
亡
し
よ
う
と
計
画
し
た
。

陸
路
を
行
け
ば
小
岩
市
川
関
所
が
あ
る
た
め
、
築
地
辺
り
か
ら
漁
船
に
乗
り
木
更
津
辺

り
に
上
陸
し
た
が
、
捉
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

幕
府
に
と
っ
て
は
何
と
も
厄
介
な
事
件
で
あ
っ
た
。
平
蔵
と
い
く
に
関
所
を
除
け
た

罪
を
適
用
す
る
と
、
安
房
・
上
総
の
多
く
の
人
々
を
重
罪
に
処
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
ら
で
あ
る
。
そ
の
結
果
評
定
所
と
し
て
は
以
下
の
よ
う
な
苦
汁
の
と
い
う
か
、
そ
の

場
凌
ぎ
の
判
断
を
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

此
儀
、
御
定
書
ニ
、
御
関
所
難
通
類
山
越
等
い
た
し
候
も
の
、
於
其
所
・
磔
、
同

忍
通
り
候
も
の
、
重
追
放
と
有
之
但
馬
守
別
紙
書
面
之
趣
ニ
て
は
、
上
総
辺
ニ
は

知
人
有
之
候
ニ
付
、
い
く
を
連
参
り
可
申
存
候
得
共
、
御
関
所
有
之
、
猥
ニ
女
を

連
参
り
候
儀
も
相
成
間
敷
存
、
築
地
辺
よ
り
漁
船
ニ
乗
、
木
更
津
辺
え
着
い
た
し

候
趣
ニ
有
之
、
右
之
次
第
ニ
て
は
、
御
関
所
忍
ひ
通
り
候
も
の
ニ
も
准
し
可
申
哉

ニ
候
得
共
、
御
関
所
は
、
兼
て
厳
重
ニ
御
備
有
之
処
、
右
を
除
、
山
越
又
は
忍
ひ

通
り
候
故
、
重
キ
御
仕
置
ニ
相
成
候
儀
と
相
聞
、
海
上
之
儀
は
、
改
番
所
は
勿
論
、

女
を
乗
船
為
致
間
敷
趣
之
御
触
も
不
相
見
上
は
、
右
御
定
相
当
と
も
難
申
、
平
蔵

儀
、
御
関
所
よ
り
里
数
隔
り
候
海
岸
よ
り
乗
船
、
上
総
辺
え
渡
海
い
た
し
候
儀
に

付
、
御
関
所
辺
、
忍
ひ
通
り
候
ニ
は
無
之
、
殊
、
但
馬
守
よ
り
御
留
守
居
え
承
合

候
処
、
海
上
は
関
々
持
場
ニ
無
之
、
尤
女
通
船
之
儀
、
取
扱
候
儀
無
之
旨
、
及
挨

拶
儀
も
有
之
、
一
躰
是
迄
海
上
女
通
船
、
難
成
趣
之
規
定
も
無
之
故
、
下
賤
之
も

の
共
は
、
船
ニ
て
安
房
・
上
総
え
女
を
連
参
候
儀
、
不
苦
哉
ニ
心
得
居
候
趣
ニ
も
、

粗
相
聞
候
、
然
ル
を
漁
船
ニ
女
を
乗
セ
渡
海
い
た
し
候
迚
、
重
御
仕
置
ニ
成
候
は
、

不
穏
、
勿
論
女
渡
海
之
儀
、
厳
重
ニ
御
制
禁
有
之
候
て
も
、
場
広
之
儀
ニ
付
、
法

を
犯
し
候
も
の
多
く
出
来
申
間
敷
と
も
難
申
、
左
候
得
は
、
厳
科
ニ
被
行
候
も
の

多
く
相
成
可
申
、
且
は
御
府
内
近
国
に
て
日
々
諸
色
運
送
も
有
之
場
所
、
通
船
之
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儀
厳
重
改
等
有
之
候
ハ
ヽ
、
品
々
差
支
出
来
可
申
哉
も
難
計
、
殊
ニ
平
蔵
吟
味
書

ニ
は
、
御
関
所
有
之
、
猥
ニ
女
連
参
り
候
儀
、
相
成
間
敷
と
は
無
之
、
上
総
辺
に

は
知
人
も
有
之
候
ニ
付
、
い
く
を
連
参
可
申
と
存
、
折
節
築
地
辺
ニ
漁
船
着
居
候

間
、
上
総
国
木
更
津
辺
迄
乗
船
為
致
呉
候
様
相
頼
、
右
い
く
を
乗
せ
、
木
更
津
辺

迄
船
ニ
乗
セ
参
り
候
趣
ニ
有
之
、
科
書
并
吟
味
詰
ニ
も
御
関
所
を
越
又
は
忍
ひ
通

候
趣
意
無
之
上
は
、
別
紙
ニ
申
上
候
書
面
は
、
不
被
及
御
沙
汰
方
、
可
然
哉
ニ
奉

存
候
、

　

評
定
所
に
お
け
る
最
大
の
悩
み
は
平
蔵
が
意
識
し
て
関
所
を
不
正
に
越
え
た
か
に

あ
っ
た
。
最
初
に
関
所
の
不
正
通
過
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。
関
所
の
不
正
通
過
に
つ

い
て
は
一
般
に
は
「
関
所
破
り
」
な
ど
と
い
う
が
、
関
所
を
例
え
ば
刀
等
を
振
り
回
し

通
過
し
た
等
と
い
う
こ
と
は
、
近
世
に
は
全
く
と
は
言
い
切
れ
な
い
が
、
無
か
っ
た
と

言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
幕
府
側
の
文
書
類
に
も
「
関
所
除
け
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ

こ
に
掲
げ
た
評
議
結
果
に
は
関
所
除
け
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、「
関
所
難
通
類
山
越
」

が
関
所
除
け
に
相
当
す
る
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。「
忍
び
通
る
」
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か

よ
く
分
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
「
関
所
破
り
」
と
い
う
表
現
は
無
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

評
定
所
の
評
議
に
よ
れ
ば
、
築
地
か
ら
木
更
津
へ
の
渡
海
は
次
第
に
よ
っ
て
は
関
所

を
忍
び
通
っ
た
こ
と
に
準
じ
、
当
然
重
罪
に
処
せ
ら
れ
る
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か

し
海
上
は
改
番
所
も
無
く
、
女
性
の
乗
船
に
関
す
る
禁
令
＝
御
触
も
見
当
た
ら
な
い
と

い
う
何
と
も
奇
妙
な
大
前
提
の
も
と
に
評
議
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
前
提
の
も
と
に
、
平
蔵
が
乗
船
し
た
場
所
は
関
所
―
こ
の
場
合
関
所
と
は
小
岩

市
川
関
所
で
あ
ろ
う
―
か
ら
離
れ
て
お
り
、
関
所
を
忍
び
通
っ
た
わ
け
で
は
無
く
、
海

上
は
関
所
の
持
場
で
は
無
い
。

　

さ
ら
に
女
性
の
船
に
よ
る
移
動
を
禁
止
す
る
規
定
も
無
く
、
そ
の
上
「
下
賤
之
も
の

共
は
、
船
ニ
て
安
房
・
上
総
辺
え
女
を
連
参
候
儀
、
不
苦
哉
ニ
心
得
居
候
趣
ニ
も
、
粗

相
聞
候
」
と
し
て
い
る
が
、「
粗
相
聞
候
」
と
は
風
聞
に
よ
る
判
断
で
あ
り
、
法
的
根

拠
な
ど
全
く
無
い
。

　

こ
う
し
た
判
断
を
下
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
は
、
一
つ
は
前
述
の
よ
う
に
多
く
の

女
性
を
処
罰
を
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
も
う
一
つ
は
安
房
・
上
総
方

面
と
江
戸
を
往
復
す
る
船
舶
を
厳
し
く
し
た
な
ら
ば
、
江
戸
の
経
済
活
動
や
日
常
生
活

に
混
乱
を
来
す
か
ら
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
評
議
で
は
男
性
旅
行
者
は
も
と
よ
り
女
性
旅
行
者
も
、
江
戸
と
関
西
を
船
舶
に

よ
り
移
動
し
て
も
、
箱
根
・
新
居
の
関
所
を
除
け
て
あ
る
い
は
忍
び
通
っ
た
と
し
て
罰

す
る
こ
と
は
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

（
二
）
江
戸
内
湾
の
旅
人
輸
送
と
東
海
道

　

江
戸
・
房
総
間
の
旅
客
輸
送
に
つ
い
て
、
江
戸
か
ら
木
更
津
〜
安
房
方
面
へ
達
す
る

街
道
の
交
通
集
落
は
、
異
を
唱
え
る
こ
と
は
無
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
船
運
に
よ
る

旅
客
輸
送
は
江
戸
〜
房
総
間
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
内
湾
沿
い
の
東
海
道
で
も
船
に
よ

る
旅
客
輸
送
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　
『
保
土
ヶ
谷
区
郷
土
史
』
の
上
巻（　
）に
よ
れ
ば
、
東
海
道
を
往
く
大
山
参
詣
者
が
船

を
利
用
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
東
海
道
川
崎
宿
は
船
に
よ
る
旅
客
輸
送
を
禁
止
す
る
よ

う
幕
府
に
訴
え
、
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
幕
府
は
こ
れ
を
禁
止
し
て
い
る
。

差
上
ヶ
申
証
文
之
事

河
崎
町
よ
り
御
訴
申
上
候
ハ
、
拙
者
共
村
々
よ
り
石
尊
参
詣
之
者
竝
往
還
旅
人

等
ニ
不
限
舟
ニ
而
江
戸
迄
送
り
候
や
、
御
注
進
申
上
候
ニ
付
被　

仰
渡
候
ハ
、

向
後
石
尊
参
詣
其
外
何
ニ
而
も
往
還
旅
人
舟
ニ
而
江
戸
え
送
り
候
儀
一
切
仕
間

敷
旨
被
仰
渡
奉
畏
候
、
舟
持
共
え
急
度
申
付
一
切
仕
間
敷
候
、
若
相
背
候
者
有

之
候
ハ
ヽ
、
拙
者
と
も
何
分
ニ
も
可
被
仰
付
候
事
、

一 

他
所
よ
り
舟
参
候
而
、
拙
者
共
村
々
之
内
ニ
而
、
右
之
通
り
旅
人
舟
乗
候
者
有

之
候
ハ
ヽ
、
早
々
追
払
可
申
候
、
若
舟
頭
難
渋
仕
候
ハ
ヽ
、
其
者
之
在
所
・
名

所
聞
届
ヶ
所
ニ
留
置
、
早
々
御
注
進
可
申
上
候
由
被　

仰
渡
奉
畏
候
、
随
分
吟

味
仕
追
払
可
申
候
、
若
見
逃
聞
捨
ニ
仕
候
ハ
ヽ
、
何
分
ニ
も
可
被
仰
付
候
、
為

後
日
証
文
差
上
ヶ
申
候
、
以
上
、

享
保
七
年
寅
七
月

右
之
通
り
拝
見
仕
奉
畏
候
、
為
後
日
印
判
仕
差
上
ヶ
申
候
、
以
上
、

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
大
山
参
詣
者
や
旅
人
を
川
崎
か
ら
江
戸
迄
海
路
船
で
輸
送
し
て
し

ま
う
が
、
こ
れ
を
一
切
禁
止
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
何
故
「
旅
人
舟
ニ
而

江
戸
え
」
送
っ
て
は
い
け
な
い
の
か
は
明
確
で
は
な
い
。
近
世
交
通
史
研
究
者
と
い
う

よ
り
私
だ
け
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
よ
う
に
船
に
よ
る
旅
人
の
輸
送
禁
止
事
例
が
よ

く
見
ら
れ
る
た
め
、
前
述
の
よ
う
に
近
世
前
期
に
船
に
よ
る
旅
人
の
輸
送
が
出
来
な
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江戸を中心とした船舶による旅客輸送について

か
っ
た
よ
う
に
思
い
込
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
禁
令
が
出
て
い
な

か
っ
た
た
め
、
そ
の
場
凌
ぎ
の
よ
う
な
禁
止
し
か
出
来
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
こ
う
し
た
禁
令
に
も
関
わ
ら
ず
、
船
の
利
用
は
旅
人
に
と
っ
て
便
利

で
あ
っ
た
た
め
禁
令
は
守
ら
れ
ず
、『
保
土
ヶ
谷
区
郷
土
史
』
上
巻
に
よ
れ
ば
、
そ
の

後
も
明
和
四
年
（
一
七
六
五
）・
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）・
同
四
年
・
同
六
年
・
寛
政

六
年
（
一
七
九
四
）・
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）・
同
五
年
・
同
一
四
年
と
度
々
禁
令
が

出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
旅
客
の
海
上
輸
送
に
つ
い
て
同
書
は
、

以
上
は
東
海
道
品
川
宿
辺
り
か
ら
神
奈
川
宿
辺
り
ま
で
の
舟
行
で
あ
つ
て
保
土
ヶ

谷
は
既
に
上
陸
し
て
居
る
の
で
、
当
宿
と
し
て
は
差
し
た
る
苦
痛
は
な
か
つ
た
の

で
別
に
嘆
願
や
訴
訟
は
起
し
て
ゐ
な
い
が
、

　

と
記
し
て
い
る
が
、「
南
撰
要
類
集
」（　
）に
よ
り
文
化
一
四
年
の
旅
人
渡
海
に
つ
い

て
み
て
み
よ
う
。

文
化
十
四
丑
年
七
月

東
海
道
品
川
宿
よ
り
神
奈
川
宿
辺
迄
旅
人
渡
海
船
之
義
道
中
奉
行
よ
り
掛
合

東
海
道
品
川
宿
よ
り
程
ヶ
谷
宿
迄
之
内
浦
付
村
々
よ
り
旅
人
を
舟
ニ
乗
セ
、
江
戸

其
外
所
々
え
渡
海
い
た
し
候
段
、
脇
往
還
同
様
ニ
て
宿
場
助
成
之
差
障
ニ
相
成
候

筋
ニ
付
、
右
宿
ニ
海
辺
付
村
々
よ
り
旅
人
を
乗
舩
為
致
候
義
ハ
不
相
成
段
、
支
配

御
代
官
よ
り
年
々
相
触
置
候
処
、
今
般
品
川
海
晏
寺
門
前
常
次
郎
店
庄
兵
衛
外
壱

人
義
、
南
品
川
宿
地
先
ニ
て
旅
人
を
乗
セ
致
渡
海
候
を
、
大
井
村
之
も
の
と
も
見

咎
、
次
右
衛
門
方
え
申
立
候
ニ
付
、
拙
者
方
江
呼
出
、
当
時
吟
味
中
ニ
候
、
然
ル

処
、
右
宿
海
辺
付
村
々
よ
り
旅
人
乗
舟
不
相
成
段
、
去
ル
丑
年
石
川
右
近
将
監
先

役
中
各
様
御
先
役
え
掛
合
之
上
、
右
近
辺
町
方
之
も
の
と
も
江
も
、
前
文
之
通
御

代
官
に
て
相
触
候
趣
御
触
被
置
候
由
ニ
者
候
得
と
も
、
聢
と
書
留
等
無
之
候
間
、

右
之
趣
御
糺
之
上
、
其
節
之
御
取
扱
振
致
承
知
度
、
此
段
及
御
掛
合
候
、
以
上
、

丑
七
月

御
書
面

東
海
道
品
川
宿
よ
り
程
ヶ
谷
宿
迄
之
内
、
浦
付
村
々
江
旅
人
を
舟
ニ
乗
、
江
戸
其

外
所
々
江
渡
海
い
た
し
候
段
脇
往
還
同
様
ニ
て
、
宿
場
助
成
之
差
障
ニ
相
成
候
筋

ニ
付
、
右
宿
々
海
辺
付
村
々
よ
り
旅
人
を
乗
船
為
致
候
義
ハ
不
相
成
段
、
支
配
御

代
官
よ
り
年
々
相
触
置
候
処
、今
般
品
川
海
晏
寺
門
前
常
次
郎
店
五
兵
衛
外
壱
人
、

南
品
川
地
先
に
て
旅
人
を
舟
ニ
乗
セ
渡
海
い
た
し
候
を
、
大
井
村
之
も
の
と
も
見

咎
、
御
代
官
江
申
立
候
ニ
付
、
当
時
御
吟
味
中
ニ
付

（
マ
マ
）御
座
候
、
然
ル
処
、
右
海
辺

村
々
よ
り
旅
人
乗
船
不
相
成
段
、
去
ル
丑
年
石
川
右
近
将
監
殿
御
先
役
中
、
其
節

之
御
奉
行
衆
え
御
掛
合
之
上
、
右
近
辺
町
方
之
も
の
と
も
え
も
前
文
之
通
御
代
官

ニ
て
相
触
候
趣
被

（
マ
マ
）置
候
義
ニ
は
候
得
と
も
、
猶
御
糺
之
上
、
其
節
之
御
取
扱
振

御
承
知
被
成
度
段
、
井
上
美
濃
守
殿
・
榊
原
主
計
頭
殿
よ
り
御
替
掛
合
の
御
書
面

御
渡
被
成
、
相
糺
可
申
上
旨
被
仰
渡
候
、
去
文
化
弐
丑
年
七
月
駿
州
富
士
山
并
相

州
大
山
参
詣
之
旅
人
、
御
当
地
よ
り
神
奈
川
宿
辺
迄
海
上
舟
ニ
て
罷
越
候
ニ
付
、

旅
籠
屋
并
商
人
と
も
助
成
薄
及
難
儀
候
趣
を
以
、
舟
往
来
差
留
之
義
、
品
川
宿
よ

り
願
出
候
由
、
御
代
官
申
出
候
ニ
付
、
御
当
地
河
岸
之
舩
持
と
も
相
心
得
罷
在
、

右
躰
之
旅
人
は
品
川
入
口
山
八
ッ
山
下
舟
着
場
限
上
陸
為
致
、
渡
海
之
義
は
堅
為

致
申
間
鋪
旨
、
御
申
渡
御
座
候
様
被
成
度
段
、
井
上
美
濃
守
殿
・
石
川
右
近
将
監

殿
よ
り
之
御
書
面
、小
田
切
土
佐
守
殿
よ
り
喜
多
村
彦
右
衛
門
方
江
御
渡
被
成
候
、

23

 

井
上
美
濃
守

岩
瀬
加
賀
守

 
榊
原
主
計
頭

東
海
道
品
川
宿
よ
り
程
ヶ
谷
宿
迄
之
内
、
浦
付
村
々
よ
り
旅
人
を
舟
ニ
乗
、

渡
海
い
た
し
候
一
件
ニ
付
訴
出
、
当
時
御
吟
味
中
に
付
、
右
渡
海
之
義
ニ
付

文
化
二
丑
年
先
役
小
田
切
土
佐
守
江
御
掛
合
有
之
、
其
砌
右
河
岸
之
舟
持
と

も
江
触
置
候
た
め
御
呼
出
被
成
度
旨
致
承
知
取
調
、
則
町
年
寄
と
も
よ
り
差

出
候
書
面
・
触
書
写
相
添
此
段
及
御
挨
拶
候
、

　

十
三
ヶ
年
以
前
丑
年
七
月

神
奈
川
宿
辺
迄
船
往
来
差
留
之
義
相
調
申
上
候
書
付

　

樽　

吉
五
郎
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依
之
町
中
惣
年
番
名
主
并
河
岸
付
町
々
名
主
と
も
江
、
別
紙
之
通
彦
右
衛
門
方
に

て
申
渡
し
候
、
則
申
渡
書
写
并
其
節
御
掛
合
之
来
書
、
御
代
官
よ
り
差
出
候
書
付

写
と
も
相
添
、
依
之
此
段
申
上
候
、
以
上
、

丑
七
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樽　

吉
五
郎

文
化
弐
丑
年
七
月
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

写

駿
州
富
士
山
并
相
州
大
山
参
詣
之
も
の
と
も
、
御
当
地
よ
り
東
海
道
神
奈
川
宿
辺

迄
海
上
舟
に
て
罷
越
候
ニ
付
、
旅
籠
屋
并
商
人
と
も
助
成
薄
及
難
義
候
趣
を
以
、

舩
往
来
差
留
之
義
、
品
川
宿
よ
り
願
出
候
由
、
大
貫
次
右
衛
門
申
聞
、
右
躰
御
当

地
よ
り
乗
舟
い
た
し
神
奈
川
宿
辺
江
着
船
致
し
候
義
は
、
脇
往
還
も
同
様
之
義
、

其
上
是
迄
も
海
辺
付
村
々
え
舩
往
来
差
留
之
儀
、
度
々
触
置
候
例
も
有
之
候
間
、

此
度
も
為
相
触
可
申
処
、
次
右
衛
門
申
聞
候
通
、
御
当
地
河
岸
之
舟
持
と
も
右
之

段
相
心
得
不
罷
在
候
て
は
、
心
得
違
之
義
も
可
有
之
哉
、
一
躰
道
中
方
取
締
ニ
も

相
響
候
事
故
、
以
来
右
躰
之
旅
人
は
、
品
川
宿
入
口
山
八
ッ
山
下
舟
着
場
限
り
上

陸
為
（
致
脱
ヵ
）、
神
奈
川
宿
辺
迄
乗
舟
為
致
候
義
は
堅
致
間
鋪
旨
御
申
渡
被
置

候
様
致
し
度
、
別
紙
次
右
衛
門
差
出
候
書
付
写
壱
通
相
添
此
段
及
御
達
候
、
以
上
、

丑
七
月

私
御
代
官
所
東
海
道
品
川
宿
願
出
候
は
、
毎
年
六
月
中
旬
よ
り
七
月
中
旬
至
、
富

士
并
相
州
大
山
参
詣
旅
人
夥
敷
通
行
有
之
、
品
川
よ
り
藤
沢
迄
宿
場
并
立
場
と
も

第
一
之
助
成
ニ
御
座
候
処
、
近
来
右
時
分
は
勿
論
、
平
日
と
も
江
戸
表
よ
り
神
奈

川
宿
辺
迄
海
上
舟
ニ
て
罷
越
候
旅
人
多
相
成
、
往
還
通
行
之
も
の
少
候
間
、
品
川

宿
旅
籠
屋
と
も
并
酒
食
其
外
諸
商
人
ニ
至
迄
助
成
薄
及
難
義
候
ニ
付
、
江
戸
表
よ

り
舟
ニ
乗
候
旅
人
同
宿
入
口
字
八
ッ
山
下
船
着
場
限
り
上
陸
為
致
候
様
仕
度
、
且

又
旅
人
江
戸
下
り
之
節
は
（
神
脱
）
奈
川
辺
よ
り
品
川
宿
迄
之
間
、
海
辺
付
村
々

ニ
て
も
旅
人
船
乗
セ
不
申
様
仕
度
旨
願
出
申
候
、
然
ル
処
、
右
海
辺
付
村
々
ニ
て

も
旅
人
舟
ニ
乗
セ
不
申
様
仕
度
旨
願
出
申
間
鋪
旨
は
、
先
支
配
中
も
度
々
触
出
し

有
之
候
趣
ニ
て
、
私
御
代
官
所
ニ
相
成
、
寛
政
六
寅
年
中
右
之
趣
等
閑
ニ
相
成
候

旨
に
て
、
川
崎
宿
六
郷
舟
渡
場
よ
り
先
支
配
触
書
写
を
以
願
出
候
処
、
私
方
江
右

之
段
申
送
等
も
無
御
座
候
ニ
付
、
其
段
根
岸
肥
前
守
殿
道
中
奉
行
勤
役
中
申
立
候

処
、
横
（
脇
ヵ
）
往
還
ニ
相
当
候
ニ
付
、
願
之
趣
私
方
よ
り
触
遣
可
申
旨
申
渡
、

則
品
川
よ
り
程
ヶ
谷
宿
之
間
、
私
御
代
官
所
海
辺
付
木

（
マ
マ
）村
々
え
は
触
出
候
例
御

座
候
間
、
此
度
も
猶
又
触
書
差
出
可
申
奉
存
候
得
と
も
右
之
通
江
戸
表
河
岸
々
舟

ニ
旅
人
を
乗
セ
、
品
川
宿
其
外
往
還
筋
打
越
、
神
奈
川
辺
宿
え
舩
を
着
、
夫
よ
り

旅
人
上
陸
為
致
候
義
不
差
留
候
て
は
取
締
難
行
届
、、
旅
人
下
り
之
頃
も
江
戸
表

河
岸
々
舩
、
神
奈
川
辺
迄
出
迎
ひ
、
旅
人
舩
ニ
乗
り
候
も
多
有
之
、
地
付
村
々
ニ

て
は
他
所
よ
り
罷
越
候
舟
故
、
強
て
難
差
留
故
、
其
儘
ニ
乗
セ
お
ろ
し
為
致
、
随

て
は
其
土
地
之
舟
持
と
も
も
、
右
混
し
旅
人
を
舟
ニ
乗
セ
候
も
有
之
哉
ニ
相
聞
、

嘆
敷
旨
願
出
、
是
又
相
違
無
之
相
聞
候
ニ
付
、
旁
江
戸
河
岸
之
船
持
共
も
右
之
趣

相
心
得
罷
在
、
品
川
宿
入
口
八
ッ
山
下
舟
着
場
限
旅
人
上
陸
為
致
、
夫
よ
り
程
ヶ

谷
宿
迄
之
間
、
海
辺
付
村
々
地
元
に
て
旅
人
舟
ニ
乗
セ
、
下
之
不
致
様
仕
度
奉
存

候
間
、
右
之
趣
町
奉
行
衆
え
御
達
御
座
候
様
仕
度
奉
存
候
、
右
海
辺
付
私
御
代
官

所
村
々
え
は
旅
人
舟
ニ
乗
セ
不
申
様
、猶
又
今
般
私
よ
り
厳
敷
相
触
候
様
可
仕
候
、

依
之
此
段
申
上
候
、
以
上
、

丑
七
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
貫
次
右
衛
門

小
田
切
土
佐
守
殿　
　
　
　
　
　

井
上
美
濃
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
川
左
近
将
監

　

 

東
海
道
〔
品
川
宿
よ
り
神
奈
川
宿
〕
辺
迄
之
間
旅
人
舟
ニ
乗
候
儀
ニ
付
申
上
候

書
付

 

大
貫
次
右
衛
門

187（15）



江戸を中心とした船舶による旅客輸送について

　

乍
恐
以
書
付
御
訴
奉
申
上
候

当
月
九
日
御
訴
来

一 
南
品
川
海
晏
寺
門
前
家
主
常
次
郎
・
同
佐
次
右
衛
門
奉
申
上
候
、
常
次
郎
店
五

兵
衛
、
佐
次
右
衛
門
店
長
次
郎
、
右
之
も
の
両
人
去
ル
九
日
御
勘
定
御
奉
行
榊

原
主
計
頭
様
御
役
所
江
、
家
主
・
五
人
組
差
添
可
罷
出
旨
御
差
紙
頂
戴
仕
候
ニ

付
罷
出
申
候
、
他
之
御
役
所
之
義
故
、
其
段
同
日
御
訴
奉
申
上
罷
出
候
処
、
前

書
五
兵
衛
・
長
次
郎
義
は
、
急
ニ
舩
乗
渡
世
仕
候
も
の
ニ
付
、
当
月
朔
日
大
師

参
詣
之
も
の
之
由
、
男
女
六
人
ニ
而
右
五
兵
衛
方
江
参
、
築
地
辺
迄
相
雇
申
度

由
ニ
付
、
舩
支
度
仕
乗
舟
可
為
致
与
存
候
処
、
御
代
官
大
貫
次
右
衛
門
様
御
支

配
所
武
州
荏
原
郡
大
井
村
名
主
五
蔵
与
申
も
の
罷
越
、
海
面
之
義
者
此
方
持
場

ニ
而
、
急
ニ
（
兼
々
ヵ
）
御
触
も
有
之
候
間
、
乗
舟
不
相
成
旨
差
支
候
得
と
も
、

急
（
兼
ヵ
）
而
御
触
も
有
之
候
義
ニ
候
ハ
ヽ
、
支
配
名
主
方
よ
り
可
申
渡
候
処
、

未
タ
申
渡
も
無
之
義
ニ
候
得
と
も
、
隣
村
名
主
差
留
候
ニ
付
、
差
控
罷
在
候
、

然
ル
処
、
其
後
御
触
有
之
候
由
支
配
名
主
申
付
候
間
、
旁
以
渡
舟
差
控
罷
在
候

処
、
前
書
之
通
榊
原
主
計
頭
様
御
役
所
ニ
而
一
通
御
糺
之
上
、
御
吟
味
中
右
両

人
之
も
の
と
も
家
主
・
五
人
組
江
御
預
ヶ
被
仰
付
候
間
、
其
段
御
訴
奉
申
上
候

処
、
猶
又
今
十
九
日
被
召
出
御
吟
味
御
座
候
、
然
ル
処
、
前
書
五
兵
衛
・
長
次

郎
江
御
尋
之
趣
は
、
江
戸
向
江
旅
人
乗
舟
不
相
成
儀
を
相
弁
江
、
是
迄
渡
世
い

た
し
候
哉
御
尋
ニ
御
座
候
、
右
両
人
よ
り
申
立
候
は
、
是
ま
て
年
来
舟
渡
世
い

た
し
、
大
師
河
原
参
詣
之
も
の
其
外
と
も
江
戸
向
江
渡
世
致
来
り
候
旨
申
上
候

得
者
、
一
躰
旅
人
乗
舟
不
相
成
義
を
仕
来
り
候
上
者
、
先
道
中
筋
江
も
差
出
押

隠
候
旨
、
御
吟
味
有
之
候
得
と
も
、
先
道
中
筋
江
旅
人
乗
舟
為
致
候
義
は
一
切

無
之
旨
申
上
候
、
且
又
先
年
町
年
寄
衆
御
役
所
よ
り
御
触
有
之
旨
、
先
達
而
前

書
名
主
五
蔵
申
立
候
ニ
付
、
右
御
触
書
支
配
名
主
よ
り
写
差
出
候
処
、
右
御
吟

味
ニ
而
被
仰
聞
候
は
、
右
躰
触
書
も
有
之
候
得
は
町
役
人
迄
等
閑
故
之
旨
被
仰

聞
候
、
右
御
触
書
之
趣
は
御
当
地
よ
り
神
奈
川
宿
辺
迄
乗
舟
不
相
成
旨
之
御
触

書
ニ
而
、
江
戸
向
江
不
相
成
与
申
義
は
無
之
旨
、
此
義
支
配
名
主
よ
り
申
渡
、

一
同
相
弁
罷
在
候
旨
申
上
候
、
其
外
別
ニ
御
吟
味
無
御
座
、
今
日
者
引
取
来
ル
、

廿
九
日
五
ッ
時
一
同
召
連
可
罷
出
旨
被
仰
渡
、
則
御
請
書
言
上
申
候
、
前
書
申

上
候
町
年
寄
衆
御
役
所
よ
り
被
仰
渡
候
書
面
写
相
添
、
此
段
御
訴
奉
申
上
候
、

以
上

　

南
品
川
海
晏
寺
門
前

文
化
十
四
丑
年

七
月
十
九
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

家　

主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

訴　

人　
　
　

常　

次　

郎　
　
　

印

　

五
人
組

　
　

三　

次　

郎　
　
　

印

　

家　

主

　
　
　

訴　

人　
　
　

佐
次
右
衛
門　
　
　

印

　

五
人
組

　
　

喜　

兵　

衛　
　
　

印

　

名　

主
　
　

又　

三　

郎　
　
　

印

　
　
　

御
番
所
様

　

申　

渡

駿
州
富
士
山
・
相
州
大
山
参
詣
之
も
の
と
も
、
御
当
地
よ
り
東
海
道
神
奈
川
宿
ま

て
海
上
舟
ニ
て
罷
越
候
ニ
付
、
旅
籠
屋
并
商
人
と
も
助
成
薄
く
難
義
い
た
し
候
ニ

付
、
舟
往
来
差
留
之
儀
、
品
川
宿
よ
り
願
出
、
右
躰
御
当
地
よ
り
乗
舟
致
し
、
神

奈
川
宿
辺
え
着
舟
致
候
義
は
、
脇
往
来
同
様
之
義
、
是
迄
迚
も
海
辺
付
村
え
舩
往

来
差
留
之
義
度
々
触
有
之
候
、
御
当
地
河
岸
之
舩
持
と
も
右
之
段
相
心
得
罷
在
候

て
は
、
心
得
違
之
義
可
有
之
、
以
来
右
躰
之
旅
人
は
品
川
宿
入
口
八
ッ
山
下
舩
着

場
限
り
上
陸
致
し
、
神
奈
川
辺
ま
て
乗
舩
為
致
候
義
は
堅
致
間
鋪
候
、

右
通
舩
渡
世
之
も
の
と
も
え
不
洩
様
可
申
継
候
、

丑
七
月
六
日

右
之
通
喜
多
村
彦
右
衛
門
殿
え
申
渡
候
間
、
御
達
申
候
、
以
上
、
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七
月
六
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
方

 

小
口
年
番

右
文
化
二
丑
年
七
月
中
小
口
年
番
よ
り
通
達
御
座
候
、

　

道
中
奉
行
井
上
・
榊
原
両
名
か
ら
南
町
奉
行
岩
瀬
氏
へ
の
掛
合
を
延
々
と
引
用
し
た

が
、
冒
頭
の
文
化
一
四
年
七
月
の
「
…
…
道
中
奉
行
よ
り
掛
合
」
に
よ
る
と
、
旅
人
の

海
上
輸
送
は
日
常
化
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
区
間
は
こ
こ
で
は
品
川
宿
〜
保

土
ヶ
谷
間
と
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
文
言
の
中
で
注
目
さ
れ
る
の
は
「
江
戸
其
外

所
々
え
渡
海
い
た
し
候
段
、
脇
往
還
同
様
ニ
て
」
と
い
う
記
述
だ
が
取
り
あ
え
ず
こ
こ

で
は
指
摘
に
留
め
て
お
く
。

　

日
常
化
と
い
っ
て
も
禁
止
は
さ
れ
る
が
、
す
ぐ
に
ま
た
海
上
輸
送
が
再
開
す
る
と
い

う
状
態
で
あ
っ
た
。
文
化
一
四
年
の
場
合
は
品
川
宿
海
晏
寺
門
前
常
次
郎
店
の
庄
兵
衛

等
が
海
上
輸
送
を
始
め
た
と
こ
ろ
大
井
村
の
者
に
見
つ
か
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

海
上
輸
送
に
つ
い
て
は
文
化
二
年
に
も
同
様
の
輸
送
が
あ
り
、
こ
の
件
に
つ
い
て
の

「
御
触
」
が
あ
っ
た
が
明
確
な
書
留
が
無
い
と
道
中
奉
行
井
上
利
恭
及
び
榊
原
主
計
頭

は
述
べ
て
い
る
。
そ
の
結
果
江
戸
町
年
寄
樽
氏
や
道
中
奉
行
井
上
・
石
河
両
名
か
ら
北

町
奉
行
小
田
切
氏
宛
の
書
付
、
大
貫
次
右
衛
門
の
書
付
が
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ

で
は
大
貫
次
右
衛
門
の
書
付
を
見
て
み
よ
う
。

　

品
川
宿
の
願
い
出
に
よ
れ
ば
、
毎
年
六
月
中
旬
か
ら
七
月
中
旬
迄
は
富
士
山
及
び
大

山
参
詣
の
旅
人
が
多
数
通
行
し
、
品
川
〜
藤
沢
間
の
宿
場
や
立
場
は
年
間
で
最
も
収
入

が
多
い
時
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
近
年
は
富
士
・
大
山
参
詣
の
時
期
に
限
ら
ず
、
平
時
も

江
戸
表
か
ら
神
奈
川
宿
迄
海
上
輸
送
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
街
道
を
通
行
す
る
旅

人
が
減
少
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
江
戸
表
か
ら
の
旅
人
の
海
上
輸
送
は
品
川
宿
入

口
の
八
つ
山
下
迄
、
江
戸
に
向
か
う
船
は
神
奈
川
〜
品
川
間
に
お
け
る
旅
人
の
乗
船
を

禁
止
し
て
も
ら
い
た
い
。
様
々
な
事
情
は
あ
っ
た
よ
う
だ
が
品
川
宿
の
訴
え
は
聞
届
け

ら
れ
て
い
る
が
、
禁
止
の
効
果
は
ど
の
程
度
で
あ
っ
た
も
の
か
、
文
化
一
四
年
に
再
び

と
い
う
か
何
度
目
か
の
不
正
海
上
輸
送
が
品
川
宿
の
五
兵
衛
・
長
次
郎
に
よ
っ
て
行
わ

れ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

品
川
辺
り
か
ら
神
奈
川
・
保
土
ヶ
谷
辺
り
へ
の
旅
客
海
上
輸
送
は
見
つ
か
っ
て
は
禁

止
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
恐
ら
く
幕
末
に
至
る
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
海
上
輸
送
は
広
が
り
を
み
せ
、
武
州
久
良
岐
郡
野
島
村
（
現
横
浜
市
金
沢
区

野
島
）
の
船
頭
達
が
旅
客
を
船
で
神
奈
川
あ
る
い
は
江
戸
表
ま
で
輸
送
す
る
に
至
っ
て

い
る
。

　

野
島
村
は
三
浦
半
島
方
面
へ
向
か
う
街
道
が
通
じ
る
が
、
江
戸
方
面
か
ら
三
浦
半
島

へ
の
経
路
を
簡
単
に
記
し
て
お
こ
う
。

　

江
戸
方
面
か
ら
三
浦
半
島
へ
は
保
土
ヶ
谷
宿
で
東
海
道
か
ら
分
岐
す
る
街
道
を
利
用

す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
保
土
ヶ
谷
宿
の
分
岐
点
に
は
今
も
何
基
か
の
道

標
が
建
っ
て
い
る
。
こ
の
道
を
南
下
す
る
と
金
沢
町
屋
に
達
す
る
が
、
こ
こ
か
ら
は
鎌

倉
へ
の
道
が
分
岐
し
て
い
る
。
さ
ら
に
南
に
進
み
野
島
村
か
ら
は
大
津
・
横
須
賀
方
面

ま
で
船
を
利
用
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　

天
保
年
中
の
旅
日
記
と
み
ら
れ
る
「
梅
が
浦
」（　
）に
よ
る
と
、
江
戸
の
本
所
小
梅
辺

り
に
住
む
筆
者
楓
川
堂
老
人
は
浦
賀
方
面
へ
旅
立
つ
が
、
保
土
ヶ
谷
か
ら
金
沢
に
出
て

野
島
村
か
ら
船
に
乗
り
浦
賀
に
向
か
っ
て
い
る
。

野
島
村
な
れ
ハ
、
野
島
夕
照
ハ
こ
ゝ
そ
と
よ
、
爰
に
ま
た
鈴
木
屋
幸
七
と
い
へ
る

方
に
入
り
、
浦
賀
へ
の
渡
し
ふ
ね
た
の
ミ
、（
中
略
）
又
乗
合
の
人
も
有
り
て
、

三
た
り
乗
と
な
り
乗
出
す
、
雨
も
や
ミ
風
静
に
て
海
上
い
と
お
た
や
か
な
り
、

　

ち
な
み
に
帰
路
は
海
が
荒
れ
て
浦
賀
か
ら
船
が
出
せ
ず
陸
路
を
歩
く
が
か
な
り
の
難

路
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　

野
島
村
か
ら
半
島
南
部
に
向
け
て
の
旅
客
輸
送
は
陸
路
の
交
通
集
落
と
軋
轢
を
起
こ

す
こ
と
は
無
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
前
述
の
よ
う
に
野
島
村
の
船
が
江
戸
表

方
面
へ
旅
客
を
輸
送
す
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
状
況
を
『
保
土
ヶ
谷
区
郷

土
史
』
上
巻
に
よ
り
み
て
み
よ
う
。

乍
恐
以
書
付
御
訴
訟
奉
申
上
候

大
貫
次
右
衛
門
御
代
官
所

　
　

東
海
道
保
土
ヶ
谷
宿

　
　
　

旅
籠
屋
惣
代

　

訴
訟
人　
　
　
　
　
　
　
　

八
郎
右
衛
門

難　

渋　

書　

入

倉
橋
内
匠
様
知
行
所

　
　

武
州
久
良
岐
郡
野
島
村

　

相　

手　
　
　

船　

頭　
　

庄　

二　

郎

24
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江戸を中心とした船舶による旅客輸送について

　

同　
　
　
　
　

同　
　
　
　

太
右
衛
門

　

同　
　
　
　
　

同　
　
　
　

金
右
衛
門

　

同　
　
　
　
　

同　
　
　
　

甚
左
衛
門

　

同　
　
　
　
　

同　
　
　
　

兵
右
衛
門
事

　
　
　
　
　

仁　

三　

郎

右
訴
訟
人
八
郎
右
衛
門
奉
申
上
候
、
当
宿
よ
り
相
州
浦
賀
并
三
津
（
浦
ヵ
）
郡
え

之
通
路
、
金
沢
町
屋
村
与
右
衛
門
馬
継
所
ニ
而
、
夫
よ
り
相
手
野
嶋
浦
迄
ハ
全
陸

路
ニ
有
之
、
同
所
ヨ
リ
三
浦
郡
大
津
・
横
須
賀
両
所
へ
渡
船
仕
候
場
所
ニ
有
之
、

平
日
御
用
御
通
行
并
往
来
之
旅
人
前
々
よ
り
通
行
致
来
候
、
然
ル
処
近
来
相
手
野

嶋
浦
よ
り
本
道
を
除
旅
人
乗
船
為
致
神
奈
川
宿
并
江
戸
表
迄
渡
海
い
た
し
、
当
宿

旅
籠
屋
共
ハ
勿
論
茶
屋
等
ニ
至
迄
、
往
来
之
旅
人
薄
テ
及
難
義
候
間
、
是
迄
浦
方

舟
持
共
ハ
不
及
申
、
村
役
人
共
に
も
及
懸
合
差
押
へ
候
得
共
一
向
相
用
不
申
、
乍

併
神
奈
川
宿
義
者
先
御
支
配
よ
り
当
御
支
配
御
役
所
へ
引
続
数
度
御
取
締
之
御

極（
マ
マ
）法
も
御
座
候
ニ
付
、
此
節
ニ
至
候
而
者
同
宿
方
海
岸
え
着
船
為
致
不
申
候
処
、

矢
張
最
寄
宜
敷
村
方
へ
相
着
別
而
郷　
　
　
　
　

多
渡
海
為
致
候
間
、
御
用
御
通

行
之
外
自
余
往
来
之
旅
人
休
泊
薄
ク
本
道
之
詮
無
候
、
左
様
罷
成
当
宿
方
御
伝
馬

歩
行
人
足
之
者
茶
屋
渡
世
を
始
、
別
而
私
共
難
渋
相
嵩
当
惑
仕
候
間
、
無
是
非
御

訴
訟
奉
申
上
候
、
何
卒
以

御
慈
悲
を
相
手
名
前
之
者
共
被
召
出
御
吟
味
ニ
迨
、
以
来
本
道
除
旅
人
乗
船
不
仕

候
様
被　

仰
付
被
下
置
候
様
奉
願
上
候
、
以
上
、

大
貫
次
右
衛
門
御
代
官
所

東
海
道
保
土
ヶ
谷

　
　
　

旅
籠
屋
惣
代

文
政
二
年
卯
年
九
月　
　
　
　
　
　
　

訴
訟
人　
　
　
　
　
　
　

八
郎
右
衛
門

　

道　

中
御
奉
行
所
様

　
『
保
土
ヶ
谷
区
郷
土
史
』
に
よ
れ
ば
こ
の
紛
争
は
さ
ら
に
発
展
し
、
横
須
賀
村
が
大

津
村
を
相
手
取
っ
て
同
様
の
訴
訟
を
起
こ
し
て
い
る
が
、
旅
人
の
海
上
輸
送
は
そ
の
後

も
行
わ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
わ
り
に

　

旅
客
の
河
川
・
海
上
輸
送
は
あ
く
ま
で
も
「
輸
送
が
行
わ
れ
た
か
ら
禁
止
」
す
る
と

い
う
も
の
で
、
河
川
・
海
上
輸
送
の
禁
令
が
あ
る
か
ら
禁
止
す
る
と
い
う
も
の
で
は
な

か
っ
た
。
旅
客
の
河
川
・
海
上
輸
送
に
つ
い
て
は
、
近
世
交
通
制
度
が
整
備
さ
れ
る
過

程
で
は
予
測
も
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
河
川
・
海
上
輸
送
を
禁
止

す
る
と
い
う
こ
と
な
ど
想
定
も
し
て
い
な
か
っ
た
。
車
輌
に
よ
る
物
資
や
旅
客
輸
送
に

つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。

　

現
在
で
は
「
法
令
」
や
「
禁
止
条
項
」
な
ど
を
作
成
す
る
場
合
あ
ら
ゆ
る
事
態
を
想

定
す
る
の
だ
ろ
う
。そ
れ
で
も
想
定
外
の
こ
と
が
生
じ
対
応
に
苦
慮
す
る
こ
と
が
あ
る
。

近
世
に
お
い
て
は
、
従
来
の
流
れ
の
中
に
新
た
な
も
の
が
入
り
込
ん
で
来
た
時
、
破
れ

た
布
地
に
あ
て
つ
ぎ
を
す
る
だ
け
で
、根
本
的
な
対
応
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

近
世
に
お
け
る
禁
令
は
対
症
療
法
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。こ
れ
が
江
戸
幕
府
と
い
う
よ
り
近
世
社
会
の
実
態
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
「
法
」
に
対
す
る
認
識
が
一
変
す
る
の
は
、
近
代
に
入
り
欧
米
の
法
体
系
が
導
入
さ

れ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
情
状
酌
量
の
余
地
が
大
き
か
っ
た
社
会
か
ら
「
法
」
に

よ
る
社
会
へ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

本
稿
で
取
上
げ
た
旅
客
の
海
上
輸
送
に
し
て
も
、
江
戸
内
湾
の
東
側
で
あ
る
房
総
半

島
沿
い
と
、
南
側
の
東
海
道
・
三
浦
半
島
沿
い
で
は
大
き
な
差
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

東
側
で
あ
る
房
総
方
面
に
あ
っ
て
は
、
内
陸
部
は
行
徳
船
や
関
宿
〜
江
戸
間
を
結
ぶ

河
川
舟
運
に
よ
る
旅
客
輸
送
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
但
し
行
徳
船
に
し
て
も
関
宿

船
に
し
て
も
明
確
に
旅
客
輸
送
が
認
め
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　

一
方
房
総
の
海
上
旅
客
輸
送
を
代
表
す
る
の
が
木
更
津
船
だ
が
、
こ
れ
も
ま
た
旅
客

輸
送
を
認
め
ら
れ
た
よ
う
な
、
認
め
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
な
曖
昧
な
状
態
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
状
態
で
旅
客
輸
送
を
し
て
い
る
の
は
木
更
津
船
だ
け
で
あ
っ
て
、
ほ
か
の
旅

客
輸
送
船
は
漁
師
や
物
資
輸
送
の
船
が
未
公
認
の
ま
ま
旅
客
輸
送
を
行
っ
て
い
た
と
考

え
て
い
た
が
、
郵
政
博
物
館
収
蔵
の
一
連
の
史
料
に
よ
れ
ば
江
戸
〜
浜
野
間
の
海
上
旅

客
輸
送
は
定
期
便
化
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
区
間
以
外
に
も
未
公
認
な
が
ら
定

期
便
化
し
て
い
た
航
路
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
旅
客
の
海
上
輸
送
が
厳
密
に
禁
止
さ
れ
て
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い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
公
認
・
未
公
認
と
い
う
表
現
に
は
筆
者
自
身
疑
問
は
あ

る
が
こ
こ
で
は
こ
の
よ
う
に
表
現
し
て
お
く
。

　

房
総
に
対
し
東
海
道
沿
岸
で
は
明
ら
か
に
旅
客
の
海
上
輸
送
を
禁
止
し
て
い
る
。
そ

の
禁
止
理
由
の
第
一
は
「
禁
止
」
を
願
う
訴
訟
が
起
き
た
か
ら
で
あ
る
。
房
総
側
に
お

い
て
は
管
見
で
は
旅
客
の
河
川
・
海
上
輸
送
に
関
す
る
禁
止
の
嘆
願
や
訴
訟
は
起
き
て

い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
房
総
の
交
通
・
流
通
形
態
に
つ
い
て
述

べ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
こ
こ
で
は
房
総
の
陸
上
交
通
集
落
は
旅
客
の
河
川
・
海
上
輸

送
が
行
わ
れ
て
も
大
し
た
経
済
的
圧
迫
を
受
け
な
か
っ
た
か
ら
と
だ
け
記
し
て
お
く
。

　

こ
れ
に
対
し
江
戸
内
湾
南
側
に
お
い
て
旅
客
の
海
上
輸
送
が
行
わ
れ
る
と
禁
止
願
・

訴
訟
が
起
き
て
い
る
の
は
、
旅
客
の
海
上
輸
送
が
東
海
道
の
交
通
集
落
つ
ま
り
宿
場
に

経
済
的
圧
迫
を
及
ぼ
す
た
め
で
あ
る
。
東
海
道
は
通
行
量
が
多
く
旅
籠
屋
や
茶
店
な
ど

は
そ
れ
に
よ
り
収
益
を
得
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

幕
府
は
訴
え
に
基
づ
き
旅
客
の
海
上
輸
送
を
禁
じ
て
い
る
が
、禁
止
理
由
と
し
て「
旅

人
を
舟
ニ
乗
セ
、
江
戸
其
外
所
々
え
渡
海
い
た
し
候
段
、
脇
往
還
同
様
ニ
て
宿
場
助
成

之
差
障
ニ
相
成
候
筋
ニ
付
」
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
海
路
＝
脇
往
還
と
捉
え
、
脇

往
還
は
宿
場
助
成
の
障
害
に
な
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
街
道
に
は
本
道
た
る

五
街
道
と
脇
往
還
が
あ
り
、
脇
往
還
は
宿
場
（
五
街
道
）
の
障
害
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
う
。
勿
論
幕
府
が
脇
往
還
す
べ
て
を
こ
の
よ
う
に
見
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
だ

ろ
う
が
、
五
街
道
が
通
じ
る
地
域
の
脇
往
還
を
考
え
る
上
で
大
き
な
意
味
を
持
つ
で
あ

ろ
う
。

　

焦
点
を
散
漫
に
し
て
し
ま
っ
た
が
、
河
川
・
海
上
交
通
に
よ
る
旅
客
輸
送
は
近
世
交

通
制
度
確
立
期
に
は
特
に
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
人
の
移
動
が
盛
ん
に
な
る
に
つ

れ
河
川
・
海
上
交
通
を
利
用
あ
る
い
は
、
旅
客
の
増
加
に
目
を
付
け
旅
客
を
輸
送
す
る

物
資
輸
送
船
が
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
幕
府
は
統
一
見
解
を
示
さ
ず

禁
止
願
の
出
た
場
合
は
禁
止
し
、
異
論
が
で
な
い
地
域
は
こ
れ
を
認
め
る
と
い
う
よ
り

は
放
置
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
近
世
交
通
は
展
開
し
た
の
で
あ
る
。

注（１
）　

鹿
島
萬
兵
衛
『
江
戸
の
夕
栄
』（
中
公
文
庫　

昭
五
二
）

（
２
）　 

木
更
津
船
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
近
世
に
お
け
る
江
戸
湾
交
通
に
つ
い
て
」（『
国
立
歴
史

民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
二
集
）
参
照

（
３
）　

和
田
篤
憲
「
江
戸
の
警
備
と
下
総
行
徳
の
長
渡
船
」（『
経
済
史
研
究
』
九　

昭
五
）

（
４
）　 「
番
船
諸
用
留
」は
氏
の
論
文
体
裁
か
ら
見
て
和
田
篤
憲
氏
の
旧
蔵
と
み
て
間
違
い
な
い
。

本
資
料
は
古
書
市
場
に
流
出
し
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

本
資
料
は
そ
の
後
筆
者
山
本
に
よ
り
活
字
化
さ
れ
て
い
る
。「
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵

『
番
船
御
用
留
』」『
交
通
史
研
究
』
五
三　

平
一
五　

に
収
録
。
御
用
留
と
あ
る
の
は
筆

者
の
校
正
ミ
ス
。
正
し
く
は
「
諸
用
留
」
で
あ
る
。

（
５
）　

加
藤
貴
「
中
川
番
所
の
機
能
と
そ
の
特
質
」（『
交
通
史
研
究
』
一
二　

昭
五
九
）

（
６
）　
『
徳
川
禁
令
考
』
前
集
二
一
八
八
号

（
７
）　
「
文
久
四
年　

道
中
栞
」（『
青
梅
市
史
史
料
』
二
三　

昭
五
三
）

（
８
）　

千
葉
県
茂
原
市
鷲
津　

丸
雅
幸
氏
旧
蔵　

茂
原
市
立
美
術
館
郷
土
資
料
館
現
蔵

（
９
）　 

都
立
中
央
図
書
館
蔵
『
壬
辰
船
橋
紀
行
』
東
京
誌
料
請
求
番
号　

〇
五
三
二　

四

（
10
）　 「
尾
張
屋
板
江
戸
切
絵
図　

礫
川
牛
込　

小
日
向
絵
図
」
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）（
人

文
社
『
嘉
永
慶
応　

江
戸
切
絵
図
』
平
七
）

（
11
）　 「
同
右　

日
本
橋
北
内
神
田
両
国
濱
町
明
細
絵
図
」
嘉
永
三
年
（
一
八
五
一
）（
同
右
）

（
12
）　 

田
山
花
袋
著
『
東
京
近
郊
一
日
の
行
楽
』（
博
文
館　

大
一
二
）

（
13
）　 

村
越
博
茂
「
近
代
移
行
期
に
お
け
る
蒸
気
船
就
航
に
伴
う
「
行
徳
船
」
の
終
焉
」（『
交

通
史
研
究
』
九
一　

平
二
九
）

（
14
）　 

筆
者
蔵
「
大
峰
山
道
中
記
」

（
15
）　 

国
立
国
会
図
書
館
蔵　

題
箋
に
は
「
勢
起
屋
登
の
紀
行
」
と
あ
り
、
内
題
は
「
関
宿
紀
行
」

と
あ
る
。
表
紙
は
国
会
図
書
館
が
改
装
し
た
際
に
新
た
に
作
成
し
た
も
の
で
、
標
題
も

そ
の
時
変
体
仮
名
で
記
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
表
題
を
便
宜
上
「
せ

き
や
と
の
紀
行
」
と
し
た
。

（
16
）　

筆
者
蔵
「
善
光
寺　

日
光　

西
国
三
拾
三
所
道
中
記
」
天
保
一
二
年
（
一
八
四
一
）

（
17
）　

斎
藤
直
成
編
『
江
戸
切
絵
図
集
成
』
四　

尾
張
屋
板

（
18
）　 

千
葉
県
鴨
川
市
海
福
寺
の
神
田
宥
賢
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
場
合
の
門
徒
と
は
葬
儀
を
執

行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
寺
の
こ
と
で
あ
る
。

（
19
）　

渡
辺
和
敏
著
『
東
海
道
交
通
施
設
と
幕
藩
制
社
会
』（
岩
田
書
院　

平
一
七
）

（
20
）　

荒
井
顕
道
編
『
牧
民
金
鑑
』
下
（
刀
江
書
院　

昭
四
四
）

（
21
）　 

石
井
良
助
編
『
御
仕
置
例
類
集
』
第
五
冊
所
収
六
五
号
史
料　
（
名
著
出
版　

昭
四
六
）

（
22
）　 

磯
貝
正
編
『
保
土
ヶ
谷
区
郷
土
史
』
上
（
保
土
ヶ
谷
区
郷
土
史
刊
行
委
員
部
編
・
発
行

　

昭
一
三
）

（
23
）　
「
南
撰
要
類
集
」
一
四
三　

諸
問
合　
（
国
立
国
会
図
書
館
旧
幕
府
引
継
書
）

（
24
）　 「
梅
が
浦
」
国
立
国
会
図
書
館
蔵　

乾
坤
二
冊　

筆
者
は
本
姓
佐
々
木　

大
西
源
祗
房
、

雅
名
撫
草
庵
御
統
、
別
号
楓
川
堂
居
易
、
道
号
寛
雲
庵
居
士
。「
梅
が
浦
」
の
外
に
紀
行

文
「
津
久
井
日
記
」「
但
馬
紀
行
」「
房
の
邦
紀
行
」（
い
ず
れ
も
国
会
図
書
館
蔵
）「
ぬ

さ
ふ
く
ろ
」（
筆
者
蔵
）
な
ど
が
あ
る
。

〇
引
用
史
料
に
つ
い
て
は
綿
貫
啓
一
氏
・
加
藤
貴
氏
に
お
世
話
に
な
っ
た
。

 

（
や
ま
も
と　

み
つ
ま
さ　

交
通
史
学
会
会
長
）

183（19）


